
【第２次ちば文化振興計画】令和３年度文化芸術振興施策実施報告（県実施分）
資料1-2

※参考：対象とする文化芸術の範囲（千葉県文化芸術の振興に関する条例より引用）

1 千葉・県民芸術
祭

県域芸術文化団体等による絵画や俳句などの公募展や吹奏楽や日本舞踊などの公演を
開催し、県民に日頃の文化活動の成果を発表する場と質の高い舞台芸術等を鑑賞する機
会を提供する。また、他分野や新たな団体との共同企画による中央行事を開催する。

①千葉・県民芸術祭県域文化団体行事
　県域で活動する文化芸術団体による絵画や詩、俳句、川柳、写真などの分野を中心とした公募展や合唱、吹
奏楽、演劇などの公演等を共催。
　事業数：全24件、期間：7月20日～1月10日、場所：県立美術館・文化会館など（全県）、関係者：文化芸術団
体（全23団体）、来場者（合計）：一般県民等（32,675名）
②【千葉・県民芸術祭中央行事】
　複数の文化芸術分野の文化団体等と連携して新たな文化芸術の発表の場を設ける。　日程：10月3日（日）、
場所：千葉県文化会館、関係者：（（公財））千葉県文化振興財団・県域で活動する文化芸術団体等（10団体）、
来場者：一般県民等（987名・入場無料）

5,261 一部行事については中止と
なったものの、新型コロナの
感染症対策を取り入れて行
事を実施することができた。
また、参加行事をまとめたパ
ンフレットを作成し配付する
など、広報活動を実施し、
「県民の自主的な文化芸術
活動の促進」に寄与した。

①新型コロナの影
響で３行事が中止
となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

2 県立文化会館
自主事業,管理
運営事業

県立文化会館4館それぞれが館の特徴を生かした事業を実施し、入場者数の増加を図る。
また文化会館を適正に管理運営する。

・管理・運営方法：公益財団法人千葉県文化振興財団による指定管理
・会館利用者数（4館合計）：378,315名
・利用事業数（4館合計）：3,507件
・各館の特色を生かし、鑑賞事業、県民参加事業、新進芸術家等の育成事業など、様々な文化事業を実施し
た。

645,687 県民の自主的な文化芸術活
動の促進や、文化芸術に触
れ親しむ機会の提供に寄与
した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より一部公演の中
止・変更が発生し
た。また、公演の
入場者数の制限を
実施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

3 ちば文化交流
ボックス

県ホームページに「ちば文化交流ボックス」を設け、ちばの文化情報を紹介するとともに、
県主催事業の他、県内各地で行われる文化イベントや県内の文化資源などの情報を提供
する。

「文化交流ボックス」内に地域の文化イベント情報などを随時ホームページに掲載した。
 累計閲覧者数：546,749人

- 県主催事業やちばの文化、
新型コロナウイルス関連の
情報を提供し、文化芸術に
触れる機会の提供に寄与し
た。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

5 県立美術館・博
物館事業

5館8施設の県立美術館・博物館において展示及び教育普及事業を実施する。 各館の特色を生かして、博物館では千葉県の自然・文化・歴史を紹介する展示・体験を、美術館では千葉県ゆ
かりの作家・作品の展示を行うなど、年間を通じて様々な事業を実施した。
来館者数：529,110名

932,099 千葉県の自然・文化・歴史を
紹介する展示・体験や、千葉
県ゆかりの作家・作品の展
示などにより、「あらゆる人が
文化に触れ親しむ機会の提
供、関心・理解の促進」、「ち
ばの多様な伝統文化を知る
機会の提供」に寄与した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

新型コロナウィル
ス感染拡大のため
中止した講座が
あった。実施した
講座においては入
場者制限を行い、
３密にならないよう
十分に注意して対
策を講じた。

教育庁
生涯学習課

事業名
実施結果

事業概要

施策の柱１　文化芸術を鑑賞・参加・創造する環境づくり　～あらゆる人々が文化芸術を享受するために～

①　県民の自主的な文化芸術活動の促進

担当部署名No.

県民の自主的な文化活動の促進及び文化活動の機会の提供に向けて４事業を実施した（３事業は新型コロナ
感染拡大のため中止）。全ての事業はさわやかちば県民プラザ主催、さわやかちば県民プラザで実施し、入場
料は無料。
①音楽ワークショップ
・概要：「柏の葉吹奏楽団」を結成し、オーケストラの体験講座を実施した。発表の場として晩秋のコンサート、
新春のコンサートを実施した。・回数：練習全１５回中１２回実施、コンサート２回・期間：５月２２日～３月５日・連
携団体：千葉県吹奏楽連盟、柏の葉吹奏楽団・来場者：団員、一般県民（１２１８人）
②東葛文化祭：中止　③ザ・ワールドオブブラス：中止
④クリスマスコンサート
・概要：県内の小中高等学校、特別支援学校の吹奏楽部が日ごろの練習の成果を発表した。・日程：１２月１１
日（土曜日）・来場者：発表関係者（２４８名）
⑤高校生バンドフェスティバル
・概要:県内の高校生バンドが演奏を披露するコンサートを実施した。・日程：１２月２５日（土曜日）、２６日（日曜
日）・来場者：一般県民（１４５人）
⑥書のパフォーマンス発表会：中止
⑦さわやかアゴラコンサート
・概要：日曜のお昼に県民プラザ利用者等によるコンサートをアゴラで行った。・回数：全５回中３回実施・期間：
６月２７日（日曜日）、１０月２４日（日曜日）、１２月１９日（日曜日）・来場者：一般県民（１１４人）

音楽ワークショップ、東葛飾文化祭、ザ・ワールドオブブラス、クリスマスコンサート、高校生
バンドフェスティバル、書のパフォーマンス発表会、さわやかアゴラコンサートなどを実施す
る。

さわやかちば県
民プラザ事業

4 381 参加者自らが創り上げる文
化活動を支援するとともに、
文化活動が多くの県民に触
れる場となるよう広報も工夫
した。

・芸術　…………文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術（メディア芸術を除く）
・伝統芸能　……雅楽、能楽、文学、歌舞伎その他の我が国古来の伝統的な芸能
・芸能　…………講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能（伝統芸能を除く）
・生活文化　……茶道、華道、書道その他の生活に係る文化

・メディア芸術　…映画、漫画、アニメーション、コンピューターその他の電子機器等を利用した芸術
・国民娯楽　……囲碁、将棋その他の国民的娯楽
・出版物等　……出版物及びレコード等
・文化財等　……有形及び無形の文化財並びにその保存技術
・郷土芸能　……地域固有の伝統芸能及び民俗芸能

決算額
（千円）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

実施結果に対する評価
（成果等）

令和３年度

1



6 県立文化会館
自主事業,管理
運営事業

県立文化会館4館それぞれが館の特徴を生かした事業を実施し、入場者数の増加を図る。
また文化会館を適正に管理運営する。

・管理・運営方法：公益財団法人千葉県文化振興財団による指定管理
・会館利用者数（4館合計）：378,315名
・利用事業数（4館合計）：3,507件
・各館の特色を生かし、鑑賞事業、県民参加事業、新進芸術家等の育成事業など、様々な文化事業を実施し
た。

645,687 県民の自主的な文化芸術活
動の促進や、文化芸術に触
れ親しむ機会の提供に寄与
した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より一部公演の中
止・変更が発生し
た。また、公演の
入場者数の制限を
実施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

7 県立美術館・博
物館事業

5館8施設の県立美術館・博物館において展示及び教育普及事業を実施する。 各館の特色を生かして、博物館では千葉県の自然・文化・歴史を紹介する展示・体験を、美術館では千葉県ゆ
かりの作家・作品の展示を行うなど、年間を通じて様々な事業を実施した。
来館者数：529,110名

932,099 千葉県の自然・文化・歴史を
紹介する展示・体験や、千葉
県ゆかりの作家・作品の展
示などにより、「あらゆる人が
文化に触れ親しむ機会の提
供、関心・理解の促進」、「ち
ばの多様な伝統文化を知る
機会の提供」に寄与した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

9 県民芸術劇場 県民に優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供するため、千葉交響楽団の公演を県内各地
で行う。

・時期：通年
・公演数：25公演（中止公演は含めていない）
・会場：県内の文化ホール等25

13,340 県民に優れた舞台芸術を鑑
賞する機会を提供した。

新型コロナウイル
スの影響により、
合計１２公演が中
止となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

10 千葉交響楽団
による活動等

千葉県のプロ・オーケストラである千葉交響楽団に対し、運営費の一部を補助することによ
り、県民に親しまれるオーケストラとして定着させるとともに、本県の音楽文化の振興に資
する。

・主催公演：４公演（定期演奏会2回、特別演奏会2回）
・依頼演奏会：18公演
・アウトリーチ活動：7公演

23,812 子どもたちの文化芸術活動
の充実や、高齢者・障害のあ
る人等の文化芸術活動の充
実に寄与した。

新型コロナウイル
ス感染拡大に伴
い、公演の中止や
延期、一公演あた
りの収容客数の減
少が生じた。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

11 千葉文化交流
ボックス（再掲）

県ホームページに「ちば文化交流ボックス」を設け、ちばの文化情報を紹介するとともに、
県主催事業の他、県内各地で行われる文化イベントや県内の文化資源などの情報を提供
する。

「文化交流ボックス」内に地域の文化イベント情報などを随時ホームページに掲載した。
 累計閲覧者数：546,749人

- 県民の自主的な文化芸術活
動の促進や、文化芸術に触
れ親しむ機会の提供に寄与
した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

12 千葉県上下流
交流事業水源
地紹介

県内のイベントにて、八ッ場ダムの水源地である群馬県長野原町の紹介及び郷土芸能（上
州應桑関所太鼓）の披露をして、千葉県民の水源地に対する理解と交流を深める。

新型コロナウイルスの影響により、例年参加している「四街道市産業まつり」が中止となり、県内における同様
のイベントについても開催の目処が立たないことから、令和３年度は中止とした。

- 中止のため、特になし 新型コロナウイル
スの影響により、
中止

総合企画部
水政課

13 全日本中学生
水の作文コン
クール

「水の日」の趣旨にふさわしい事業の一環として次代を担う中学生を対象に「水について考
える」をメインテーマに作文コンクールを行う。

県内各地から1,031編の応募があり、最優秀賞1編、優秀賞3編、奨励賞1編、学校賞5校を選定した。
（主催者：水循環政策本部・国土交通省・千葉県）
１．作品募集
　募集テーマ：「水について考える」、募集対象者：県内在住・在学の中学生、募集期間：3月1日～5月7日、応募
数：1,031編
２．表彰
新型コロナウイルス感染防止対策により、入賞者を招いての式典は行わず、賞状の朗読等の様子をDVDに収
録し、賞状・副賞と併せて入賞者に送付した。

92 作文の応募数が増加し、「県
民の自主的な文化芸術活動
の促進」に寄与した。

新型コロナウイル
スの影響により、
入賞者を招いての
式典は行わず、賞
状の朗読等の様
子をDVDに収録
し、賞状・副賞と併
せて入賞者に送付
した。

総合企画部
水政課

②　様々な場における文化芸術にふれ親しむ機会の提供

No. 担当部署名

8 県立美術館展
覧会事業
(再掲）

千葉県ゆかりの作家・作品の展示公開、及び県内美術団体の展覧会、移動美術館の開催
する。

①【ちば文化発信事業特別展】
美術館において「日本文化の華　大相撲展」を開催。
（期間：1月16日～3月21日、場所：美術館、臨時休館につき入場者：0名）
②【千葉からはばたく新世代アート展】
千葉県ゆかりの新進芸術家「100％ＯＲＮＧＥ　オレンジ・ジュース」の作品を紹介予定であったが、新型コロナ
ウイルスの影響により中止（令和３年度に延期）
（当初予定期間：6月9日～7月12日、場所：美術館）
③【アート・コレクション展】
テーマごとに県立美術館の所蔵作品を紹介。
（事業数：全10件、場所：美術館、期間：4月1日～3月31日、入場者数：32,254名）
④【移動美術館】
県民に質の高い芸術鑑賞の機会を提供するため、県内の文化施設等を会場に、県立美術館収蔵作品を展
示。
（期間：9月29日～10月11日、場所：成田市文化芸術センター、入場者：739名）

20,442 移動美術館や新進芸術家を
含む千葉県ゆかりの作家を
紹介することにより、幅広い
世代が芸術文化にふれ親し
む機会を提供することができ
た。

臨時休館（1月13
日～3月22日）

教育庁
文化財課

　
事業名 事業概要

実施結果
決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

令和３年度

2



14 千葉県男女共
同参画フェス
ティバル

本県の男女共同参画社会づくりに向けた機運を高めるため、「千葉県男女共同参画フェス
ティバル」では、県の男女共同参画の推進拠点として、講演や県内で男女共同参画の推進
に向けて活躍する民間団体による体験講座を実施し、県民が楽しみながら男女共同参画
への理解を深められるよう、民間団体と交流を行う。

「千葉県男女共同参画フェスティバル」の開催
1月22日 13時から15時
基調講演「すべての女性が楽しめるスポーツへ」
会場：Zoomウェビナー
1月8日、9日 10時から16時
パネル展「今日はちょっと考える日に！
だんじょきょうどうさんかくとは？」
会場：イオンモール幕張新都心　グランドモール3階　イオンホール

456 新たな取り組みとして、大型
商業施設において、民間団
体から募集したものも加えた
パネル展を実施した。来場者
には、これまでにない若い家
族連れが多く、パネルを見た
後でアンケートにも答えても
らうことで、男女共同参画に
ついて考えるきっかけづくり
になった。

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
の観点から、基調
講演をオンライン
で実施した。

総合企画部
男女共同参
画課

15 千葉県歯・口の
健康に関する図
画・ポスターコン
クール

県内公立小中学校及び特別支援学校・学級の児童・生徒を対象に、歯・口の健康に関する
ポスターを募集し、表彰することによって、口腔保健に関する正しい知識を普及啓発し、県
民の健康の保持増進に寄与する。

１．作品募集
テーマ：歯・口の健康に関するポスター
対象・応募数：小学校低学年647点、小学校高学年643点、中学校305点、特別支援学校 ・学級91点
２．審査会（7月8日）

- 小学校低学年、高学年、中
学校の部：各部門県知事賞１
名、県教育長賞１名、県歯科
医師会長賞１名
特別支援学校 ・学級の部：
県教育長賞３名、県歯科医
師会長賞３名

- 健康福祉部
健康づくり支
援課

16 心の輪を広げる
障害者理解促
進事業

障害者に対する国民の理解の促進を図るため、国民を対象に「心の輪を広げる体験作文」
及び「障害者週間のポスター」を公募する。

１．作品募集
・対象：【作文】小学生・中学生・高校生・一般（4区分）
　　　 　【ポスター】小学生・中学生（2区分）
・募集期間：7月1日～9月3日
・応募数：【作文】44作品、【ポスター】4作品
２．表彰
・各区分ごとに、最優秀賞1名、優秀賞1名、社会福祉法人千葉県身体障害者福祉協会理事長賞1名以内をそ
れぞれ表彰
※例年１１月に実施している表彰式は中止
・最優秀賞作品は内閣府へ推薦

- 多くの方に作品を応募いただ
き、障害者に対する理解を得
ることができた。

表彰式が中止と
なった。

健康福祉部
障害者福祉
推進課

17 薬物乱用防止
啓発ポスター募
集

薬物乱用防止啓発に用いるポスターの募集を行う。 ポスター募集は中止し、別の方法で啓発ポスターを作製した。
隔年で作成しているため、令和4年度における実施の予定はない。

- - - 健康福祉部
薬務課

18 若年層対策献
血啓発事業

中高生から献血啓発ポスターの募集を行う。 目的：若年層の献血の意識付け
テーマ：献血啓発ポスター
対象：県内中学校・高等学校に在学中の生徒
応募数：中学生304点、高校生27点

187 - 新型コロナウイル
ス感染症の感染
拡大の影響によ
り、昨年度同様、
千葉県献血感謝
のつどいにおける
表彰式を中止し
た。

健康福祉部
薬務課

19 愛鳥週間事業
（千葉県愛鳥週
間ポスターコン
クール）

鳥獣保護思想の奨励・普及啓発を図るため、ポスターコンクールを実施する。 【千葉県愛鳥週間ポスターコンクール】
１．作品募集
　・応募作品数：約850点　・対象：県内の小・中・高等学校等
２．審査・展示等
　審査会（7月）、表彰式（中止）、入賞作品の展示（8月～）

755 ポスターコンクールを通じて、
鳥獣保護思想の普及啓発を
図り、また環境保全への関
心を広く理解してもらうため、
入賞作品を展示した。

新型コロナウイル
ス感染症による影
響のため、表彰式
が中止となった。

環境生活部
自然保護課

20 千葉県環境月
間ポスター作品
募集

環境保全に関するポスター作品を募集し、入賞作品を表彰し公表するとともに、啓発資料
等に活用する。

１．作品募集
　・募集期間：令和2年4月～10月28日
　・応募作品：936点
２．審査会
　・日程：令和3年1月18日　・入賞：82点　・審査員：学識経験者等
３．展示
  ・外部での展示：令和3年6月5日～6月13日
　・県庁での展示：令和3年6月15日～6月21日
４．表彰式は中止

193 環境保全に対する県民意識
の高揚と知識の普及を図ら
れた。

表彰式を中止した。 環境生活部
循環型社会
推進課

21 国産花きイノ
ベーション推進
事業
（令和元年度～
次世代国産花
き確立推進事
業）

県産花植木を活用した生け花や日本庭園の展示、植木伝統樹芸実演会の開催などによ
り、生産技術の向上と県産花植木の魅力の発信を図る。

県産植木を活用した日本庭園ディスプレイ（R4.2.17～23　イオンモール成田）
生け花ディスプレイ（R4.1.25～30　そごう千葉店）

11,830 県産の植木や花きを使い、
伝統的な日本庭園や生け花
を展示することで、日本の伝
統文化に触れる機会を創出
した。

伝統樹芸実演会
等の一部の展示・
イベントが中止と
なった。

農林水産部
生産振興課

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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22 千葉県建築文
化賞

安全で快適な建築空間の創出や環境負荷低減などに優れた建築物の普及啓発のため、
千葉県建築文化賞を開催し、優良建築物の表彰を行う。ホームページ、ポスター、パンフ
レット等により作品の募集を行い、その表彰結果を紹介するなど、建築文化や居住環境に
対する県民の意識の高揚を図る。

１．作品募集
　募集部門：一般建築物の部、住宅の部、募集期間：7月1日～9月30日
　作品応募数：53作品
２．審査結果
　最優秀賞2点、優秀賞4点、入賞2点、計8点を表彰した。

982 県の機関や鉄道会社等に募
集ポスターや受賞作品紹介
パネルの展示を依頼するな
ど広報活動に力を入れ、より
多くの人々が県内のすばらし
い建築作品に触れ、文化活
動に参加し発表する機会を
提供した。

新型コロナウイル
ス感染症による影
響で、表彰式が中
止となった。

県土整備部
建築指導課

25 ちばアクアライ
ンマラソン開催
事業

スポーツを通じ千葉が有する様々な魅力を発信するために東京湾アクアラインを活用した
事業でランナーへのおもてなし等に文化芸術を活用する。

「ちばアクアラインマラソン2022」の開催に向けて、「基本計画」、「大会要項」及び「募集要項」を決定し、大会開
催への準備を整えた。

55,752 準備年のため未実施 - 環境生活部
スポーツ・文
化局生涯ス
ポーツ振興
課

26 ギャラリー「二つ
返事」

循環器病センター内のギャラリーに芸術品（絵画・書道・押し花・陶芸・写真等）を展示す
る。

【ギャラリー「二つ返事」】
循環器病センター内のギャラリーに芸術品（絵画・書道・押し花・陶芸・写真等）を展示する。
・事業数：全1件                                                                    ・期間：7月16日～7月30日
・場所：2階多目的ホール前ギャラリー展示スペース
・関係者：文化芸術団体（全1団体）
・展示内容：書道
・来場者：患者

- 全11団体中1団体の展示を
半月単位で行った。

全11団体中10団
体から新型コロナ
ウイルス拡大の懸
念から展示の中止
の申し出があっ
た。

病院局
循環器病セ
ンター

27 県警音楽隊派
遣

要請により、小・中学校、その他各種イベント会場に音楽隊を派遣し、演奏を通じた警察広
報を行う。

新型コロナウイルス感染防止のため例年よりだいぶ少ないが派遣日数４５日、式典、カラーガード隊のドリル演
技など合計１０１回の演奏を行った。

- 子どもから大人まで親しみや
すい音楽を演奏し効果的な
警察広報を実施することがで
きた。

- 警察本部

28 県警音楽隊金
曜コンサート

4月から10月（7～8月を除く。）までの間の金曜日に、千葉市内で演奏を行う。 新型コロナウイルス感染防止のため実施を見送った。 - - 当初、開催を計画
していたが蔓延防
止措置のため中
止とした。

警察本部

①図書館情報システムの運用
電算処理によるシステム（平成29年11月更新）を活用し、個人や図書館等への貸出、蔵書管理、所蔵資料情
報の公開等を継続して行い、円滑に運用している。
②書籍の収集整備
市町村立図書館等では購入しづらい専門書や参考書を中心に11,300冊を購入整備した。
③－１　読み聞かせボランティア入門講座
・期間：5月30日,10月23日　・回数：2回　・場所：九十九里町,我孫子市
・参加者（合計）：一般県民等（36名）
③－２　特別支援学校訪問読書支援
・期間：通年　・回数：17校　・場所：各特別支援学校
・参加者（合計）：特別支援学校教職員・児童・生徒等（936名）
④図書館ネットワークの構築・運用
県内図書館や県立学校等へ図書館ネットワークを通じて202千冊の貸出しを行った。

132,103 ①図書館情報システムを導
入することで、次のような利
用実績があった。
・ホームページのアクセス数：
361,949件
・Web予約件数：75,185件
②収集した図書について、次
のような利用実績があった。
・個人貸出冊数：128,989冊
・図書館等への協力貸出：
91,990冊
③地域の子どもや特別支援
学校児童生徒の読書環境向
上に寄与することができた。
④　県内図書館や県立学校
等へ図書館ネットワークを通
じて202千冊の貸出しを行う
ことにより文化振興に寄与し
た。

③－１　感染症拡
大防止のため、会
場定員の半分以
下の人数を募集し
た。
③－２　感染症拡
大防止のため訪
問を中止した学校
に対しては、絵本
の貸出しや利用促
進のための案内
の送付を行った。

No.
　

事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

県立図書館事
業

①県民への情報提供、図書の貸出・返却及び資料管理を　的確かつ迅速に行うため、電
算処理による図書館情報システムを導入し、円滑な運用を図る。
②県民の読書や調査研究活動の支援と市町村立図書館等への協力・援助のために、書
籍の収集整備をする。
③子どもへの本の読み聞かせや読書の重要性について一層の理解を深めてもらうため、
読み聞かせのボランティア活動を行う方などを対象に、子どもの本の読み聞かせについて
の講座を開催するほか、特別支援学校に対し、おはなし会や運営相談等の読書支援を実
施する。
④県民が身近な市町村立図書館等を通じて県立図書館及び他の市町村立図書館の資料
が利用できるよう、県内公共図書館間に情報と物流のネットワークを構築して運用してい
る。また、高等学校・特別支援学校には、資料搬送車や宅配便による資料の貸出しを行っ
ている。

音楽ワークショップ、東葛飾文化祭、ザ・ワールドオブブラス、クリスマスコンサート、高校生
バンドフェスティバル、書のパフォーマンス発表会、さわやかアゴラコンサートなどを実施す
る。

24

23 新型コロナウィル
ス感染拡大のため
中止した講座が
あった。実施した
講座においては入
場者制限を行い、
３密にならないよう
十分に注意して対
策を講じた。

参加者自らが創り上げる文
化活動を支援するとともに、
文化活動が多くの県民に触
れる場となるよう広報も工夫
した。

381県民の自主的な文化活動の促進及び文化活動の機会の提供に向けて４事業を実施した（３事業は新型コロナ
感染拡大のため中止）。全ての事業はさわやかちば県民プラザ主催、さわやかちば県民プラザで実施し、入場
料は無料。
①音楽ワークショップ
・概要：「柏の葉吹奏楽団」を結成し、オーケストラの体験講座を実施した。発表の場として晩秋のコンサート、
新春のコンサートを実施した。・回数：練習全１５回中１２回実施、コンサート２回・期間：５月２２日～３月５日・連
携団体：千葉県吹奏楽連盟、柏の葉吹奏楽団・来場者：団員、一般県民（１２１８人）
②東葛文化祭：中止　③ザ・ワールドオブブラス：中止
④クリスマスコンサート
・概要：県内の小中高等学校、特別支援学校の吹奏楽部が日ごろの練習の成果を発表した。・日程：１２月１１
日（土曜日）・来場者：発表関係者（２４８名）
⑤高校生バンドフェスティバル
・概要:県内の高校生バンドが演奏を披露するコンサートを実施した。・日程：１２月２５日（土曜日）、２６日（日曜
日）・来場者：一般県民（１４５人）
⑥書のパフォーマンス発表会：中止
⑦さわやかアゴラコンサート
・概要：日曜のお昼に県民プラザ利用者等によるコンサートをアゴラで行った。・回数：全５回中３回実施・期間：
６月２７日（日曜日）、１０月２４日（日曜日）、１２月１９日（日曜日）・来場者：一般県民（１１４人）

さわやかちば県
民プラザ事業
（再掲）

教育庁
生涯学習課

教育庁
生涯学習課
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29 県警音楽隊定
期演奏会

演奏を通じて県民とのふれあいを深め、警察活動に対する県民の理解と協力を得るため
に、演奏会を行う。

11月２０日（土）に午前の部、午後の部１日２回演奏を実施し入場希望者が定員を上回ったため抽選を行った。
入場定員にあっては新型コロナウイルス感染防止対策のため実際の入場定員の５０％前後になるよう調整し
た。

853 新型コロナウィルスの感染拡
大防止のため、開催規模は
縮小したものの、警察広報を
通じ幅広い層の県民が文化
芸術に親しむ機会を提供で
きた。

- 警察本部

30 千葉県議会議
場演奏

県民文化の向上発展に資するため、議場内において演奏を行う。 実施なし
※当行事は4年に1回程度の頻度で実施を検討している。

- - - 議会事務局

31 若者の文化芸
術活動育成支
援事業

若者による創造的な文化芸術活動に対し補助し、地域の文化芸術活動の活性化及び文化
芸術活動を行おうとする若者の受け皿となる団体の育成を図る。

「若者の文化芸術活動育成支援事業補助金」申請内容を審査し、補助金を交付した。
・補助対象事業の実施期間：6月1日～2月28日
・補助対象：40歳未満の者が主体となって参加して実施する発表・公開事業、参加体験事業
・補助対象経費：2/3以内（上限20万円）
・補助金交付団体数：【申請数】7団体7事業/【交付数】5団体5事業

994 5団体5事業が実施され、県
民に様々な分野の文化芸術
に触れる機会を提供し、ま
た、文化芸術の発表の機会
を設けることにより、文化振
興に寄与した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で、1団体が事業
中止となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

32 学校音楽鑑賞
教室

次代の文化を担う児童・生徒を対象として、質の高い演奏に触れる機会を提供するため、
千葉交響楽団による巡回公演を実施する。

・時期：通年
・公演数：36公演
・巡回先：県立高等学校1校、県内公立小・中学校35校

11,084 次代の文化を担う児童・生徒
に質の高い演奏に触れる機
会を提供した。

新型コロナウイル
ス感染拡大に伴
い、公演の中止や
延期が生じた。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

33 伝統芸能・洋楽
～ふれあい体
験事業

小・中学生を対象に、邦楽・洋楽のプロの演奏者を派遣して、鑑賞及び楽器体験を行う。 ・内容：洋楽、伝統芸能（能楽・雅楽・三曲）
・時期：通年
・派遣先：県内小中学校26校
　（洋楽：5校/伝統芸能（能楽8校・雅楽7校・三曲6校）：21校）

3,903 例年より体験を縮小し鑑賞
や説明の時間を増やすな
ど、新型コロナウイルス感染
防止を踏まえた内容で実施
した。

新型コロナウィル
スの影響で1校分
が中止となった
（雅楽1校）

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

34 千葉県少年少
女オーケストラ
育成事業

(公財)千葉県文化振興財団の行う少年少女オーケストラ育成事業に対し補助することによ
り、次代を担う少年少女の音楽文化の向上とオーケストラ活動の普及を図る。

・指導者を招聘し、定期的に練習を行った。
・前年度実施した公演の動画配信を実施した。
・8月にアキラさんの大発見コンサートを千葉県文化会館及び東総文化会館で開催し、東総文化会館での公演
の様子を館山市でライブビューイングを実施した。11月に千葉県文化会館で秋のふれあいコンサートに出演
し、3月に第26回定期演奏会を千葉県文化会館で開催した。

36,734 次代を担う少年少女の音楽
文化の向上とオーケストラ活
動の普及を図った。

入場者数の制限を
実施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

35 子どもの読書活
動の推進

　「千葉県子どもの読書活動推進計画（第四次）」に基づき、乳幼児期からの読書活動を推
進し、子どもが自主的に読書に親しむことができる環境の整備を進めていく。主な取組とし
て、読み聞かせや家庭読書のさらなる普及を目指し、リーフレットの作成・配付や「子ども読
書の集い」の開催などの啓発活動を行う。また、公立図書館と学校との連携やネットワーク
の構築を図るために研修会を実施し、家庭・学校・地域での読書活動のより一層の充実・
推進を図る。

○リーフレットの作成・配付
概要：家庭における読書を啓発するための資料（リーフレット）の作成・配付　期間：令和３年８月　配付先と部
数：乳幼児47,765枚、小学校１年生48,235枚
○子ども読書の集い
概要：子どもの読書活動への関心を高めるとともに、その意義や重要性について理解を深め、家庭・地域や学
校における子どもの読書活動の推進を目指す。　期間：令和３年５月１５日（土）　場所：千葉県文化会館小ホー
ル　主催：千葉県教育委員会　来場者：一般県民４５名
○学校図書館・公立図書館連携研修会
概要：学校図書館を活用した授業の推進や子どもの読書活動の推進のため、学校図書館と公立図書館の効
果的な連携の在り方について考える。　期間：令和３年１０月１日（金）～令和４年１月７日（金）場所：オンライン
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響で動画配信に変更　主催：千葉県教育委員会　視聴者数：学校図書
館及び公立図書館関係者６８５回

661 学校図書館・公立図書館連
携研修会については、開催
方法に変更が生じたが、動
画配信にしたことで、県内の
多くの学校図書館・公立図書
館関係者に視聴してもらうこ
とができ、学校図書館と公立
図書館の効果的な連携の在
り方を考えるきっかけづくり
ができた。また、リーフレット
の作成・配付や子ども読書の
集いの開催を通じて、子ども
の読書活動の啓発を行うこと
ができた。

学校図書館・公立
図書館連携研修
会については、新
型コロナウイルス
感染症による影響
で、対面での開催
から動画配信へと
開催方法を変更し
た。

教育庁
生涯学習課

36 高等学校文化
連盟補助

国や県の教育施策等に基づき、高校生の文化活動の向上・発展及び普及振興を図るた
め、千葉県高等学校文化連盟に補助金を交付する。

以下の事業が補助金の対象である。
①千葉県高等学校総合文化祭開催事業 （参加18,248人）
　演劇、合唱、吹奏楽、放送、写真、美術・工芸、将棋等
②全国高等学校総合文化祭派遣事業（364人）
③全国大会・関東大会派遣事業（180人）
④講習会・研修会開催事業（313人）
⑤専門部会・理事会開催事業（500人）

4,500 千葉県高等学校総合文化祭
の開催及び全国高等学校総
合文化祭への派遣等の補助
を実施し、生徒が文化芸術
に触れる機会を創出した。

- 教育庁
学習指導課

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

担当部署名
決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

令和３年度

③　子どもたちの文化芸術活動の充実
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37 「授業に役立つ
県立博物館」プ
ロジェクト

県立博物館が保有する研究成果を活用した学習キットを製作し、学校に貸出し等を行い、
授業を支援する。

学習キットの貸出による学習支援を行った。
・貸出先：県内学校等117件
・学習キットの種類：美術館5種類、中央博物館4種類、中央博物館大利根分館1種類、中央博物館大多喜城分
館1種類、現代産業科学館3種類、関宿城博物館4種類、房総のむら2種

97 県立博物館が保有する研究
成果を活用した学習キットを
製作し、学校に貸出し等を行
い、授業を支援することによ
り、「子どもたちが文化芸術
に触れ親しむ機会の提供」
「学校教育における文化芸術
活動の充実」に寄与した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

38 出土文化財管
理活用事業

発掘調査で出土した実物資料等を用い、出張展示・出前授業・体験学習指導等を実施する
とともに出土品を利用した学習キットを作成し、特別支援学校への配付と配付済のキットを
メンテナンスする事業。

出土文化財を活用した出前授業・体験学習等を実施した。（76件：小学校35件/中学校2件/特別支援学校3件/
公民館等15件/学童等11件/イベント3件/貸出し7件(うち通年３件))
作成した学習キットを必要な特別支援学校に配布し、配布済みの小学校向け学習キットのメンテナンスをおこ
なった。

3,822 前年度に比べ回復傾向にあ
るが、コロナ前の水準には
至っていない。

出張等事業要望
自体はコロナ前の
水準に戻りつつあ
る。

教育庁
文化財課

39 県警音楽隊派
遣
(再掲）

要請により、小・中学校、その他各種イベント会場に音楽隊を派遣し、演奏を通じた警察広
報を行う。

新型コロナウイルス感染防止のため例年よりだいぶ少ないが派遣日数４５日、式典、カラーガード隊のドリル演
技など合計１０１回の演奏を行った。

ー 子どもから大人まで親しみや
すい音楽を演奏し効果的な
警察広報を実施することがで
きた。

- 警察本部

40 文化プログラム
関連イベント事
業

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○千葉・県民音楽祭
一般公募による参加者とプロオーケストラ「千葉交響楽団」が共演する一般参加型コン
サートを実施する。

世代や障害の有無に関わらず、様々な方が共にステージを作り上げる一般参加型コンサート「千葉・県民音楽
祭」を開催。公募したアマチュア演奏家や地域で活動する団体、千葉交響楽団などのプロアーティストが共演。
オーケストラ演奏、合唱、ダンス、音楽活動を行う障害のある方々によるステージのほか、プロのアーティストに
よるステージなど、多様な音楽を披露した。
・出演者：千葉交響楽団・プロアーティスト（ダンサー、邦楽囃子方、テノール歌手等）・楽器演奏者・県内障害者
団体・合唱団体・ダンス団体
・日程・会場：6月20日、千葉県文化会館
・当日ライブ配信、アーカイブ配信（8月12日～10月30日）も実施
・来場者：814名
・当日ライブ配信・アーカイブ配信 視聴者数：1,820名

15,571
(全額繰

越）

・新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止のため、座席
収容率を制限する一方、より
多くの方に視聴していただけ
るようオンライン配信を実施
し、障害の有無を超えた音楽
やちば文化に触れる機会を
提供した。
・より多様なコンテンツとなる
よう、ダンス団体の公募を追
加したほか、ゲスト出演のプ
ロアーティストも義足のダン
サーや邦楽演奏者等を招い
た。

座席の収容率を
65%程度にして実
施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

41 特別支援学校
巡回コンサート

プロのオーケストラによる質の高い優れた演奏を、コンサート会場に出向くことが困難な特
別支援学校の児童・生徒に広く提供するため、千葉交響楽団による巡回公演を実施する。

・時期：通年
・巡回先：県内特別支援学校１０校（中止公演は含めていない）

7,806 特別支援学校10校での公演
を開催し、コンサート会場に
行くのが困難な児童・生徒に
優れた音楽鑑賞の機会を提
供した。

新型コロナウイル
スの影響により、8
校での公演が中
止となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

42 千葉・県民芸術
祭

県域芸術文化団体等による絵画や俳句などの公募展や吹奏楽や日本舞踊などの公演を
開催し、県民に日頃の文化活動の成果を発表する場と質の高い舞台芸術等を鑑賞する機
会を提供する。また、他分野や新たな団体との共同企画による中央行事を開催する。

①千葉・県民芸術祭県域文化団体行事
　県域で活動する文化芸術団体による絵画や詩、俳句、川柳、写真などの分野を中心とした公募展や合唱、吹
奏楽、演劇などの公演等を共催。
　事業数：全24件、期間：7月20日～1月10日、場所：県立美術館・文化会館など（全県）、関係者：文化芸術団
体（全23団体）、来場者（合計）：一般県民等（32,675名）
②【千葉・県民芸術祭中央行事】
　複数の文化芸術分野の文化団体等と連携して新たな文化芸術の発表の場を設ける。　日程：10月3日（日）、
場所：千葉県文化会館、関係者：（（公財））千葉県文化振興財団・県域で活動する文化芸術団体等（10団体）、
来場者：一般県民等（987名・入場無料）

5,261 一部行事については中止と
なったものの、新型コロナの
感染症対策を取り入れて行
事を実施することができた。
また、参加行事をまとめたパ
ンフレットを作成し配付する
など、広報活動を実施し、
「県民の自主的な文化芸術
活動の促進」に寄与した。

①新型コロナの影
響で３行事が中止
となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

43 千葉県生涯大
学校管理運営
事業

県内5学園の運営を通して、高齢者の社会活動を支援するための学習機会を提供するとと
もに、生きがい・健康・仲間づくりに資する。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、1年間休校 163,082 新型コロナウイル
ス感染症拡大の
影響により、1年間
休校

健康福祉部
高齢者福祉
課

44 千葉県福祉ふ
れあいプラザ管
理運営事業

「ふれあいホール」の運営を通して、高齢者をはじめとする県民にスポーツ・文化等に関す
る活動の機会を提供する。

「ふれあいホール」の運営
　高齢者をはじめとする県民にスポーツ・文化等に関する活動の提供
・令和3年度年間利用者数：44,780人

93,000 高齢者をはじめとする県民に
スポーツ・文化等に関する活
動の場を提供した

新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より、利用人数の
制限を行ったた
め、利用者数は減
少した。

健康福祉部
高齢者福祉
課

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
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ウイルス感染症に
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④　高齢者・障害者等の文化芸術活動の充実
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45 千葉県身体障
害者作品展示
会

県内の身体障害者が自らの趣味やリハビリ活動の中でその技術を活かして制作した作品
を公開展示して、障害者の積極的な自己表現の場を提供し、自立への大きな活力とすると
ともに、県民の障害者への理解を広める。

作品展の開催
・日程：10月19日～24日
・場所：千葉県立美術館
・応募者数：88名　作品数：156点

239 多くの人に鑑賞・応募いただ
き、県民の障害者への理解
を広めることができた。
優秀作品11点については、
知事賞や教育長賞等を授与
した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

46 手をつなぐ作品
展事業

心身障害児・者に対する正しい知識と理解を促進するとともに、心身障害児・者の福祉の
向上を図るため、県内の　小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校に障害に関する
作文を募集し、優秀作品を表彰する。また、併せて優秀作品をまとめた作品集を作成し、関
係機関に配布する。

作品展の開催
・作品募集：8月2日～11月1日まで
・審査会（入賞者決定）：12月10日
・表彰式：2月27日
入賞作品集を作成し、県内小・中・高・特別支援学校、関係機関に配布した。また、千葉県肢体不自由児協会
のホームページや機関誌にて、入賞者及び作品を公開した。
出品校：14校　応募作品総数：162点

230 多くの児童及び生徒に応募
いただき、県民の障害者へ
の理解を広めることができ
た。
優秀作品11点については、
知事賞や教育長賞等を授与
した。

- 健康福祉部
障害者福祉
推進課

47 障害者芸術文
化活動普及支
援事業

障害のある人や障害福祉サービス事業所等の芸術文化活動（美術及び舞台芸術）を支援
する「障害者芸術文化活動支援センター（支援センター）」を設置し、障害のある人の自立と
社会参加の促進を図る。

【支援センター】
・事業期間：4月1日～3月31日
・実施事業：県民相談（77件）、障害当事者や支援者向けの人材育成研修（申込組数：189組）
・展覧会等：3月15日～20日（展示作品数：56点）

7,016 展覧会について、初めて表
現活動に取り組む施設にも
取り組みやすい内容の公募
展にし、作品を募集したとこ
ろ、初めて表現活動に取り組
めて良かった、書きためてい
た詩を初めて発表できて良
かったとの声があった。

新型コロナウイル
ス感染症拡大防
止の観点から、人
材育成研修につい
てはオンラインで
実施した。
直接会って相談を
受けることや、現
場の見学、美術
館・コンサート等の
鑑賞活動の実施
が難しかった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

48 ギャラリー「二つ
返事」（再掲）

循環器病センター内のギャラリーに芸術品（絵画・書道・押し花・陶芸・写真等）を展示す
る。

【ギャラリー「二つ返事」】
循環器病センター内のギャラリーに芸術品（絵画・書道・押し花・陶芸・写真等）を展示する。
・事業数：全1件                                                                    ・期間：7月16日～7月30日
・場所：2階多目的ホール前ギャラリー展示スペース
・関係者：文化芸術団体（全1団体）
・展示内容：書道
・来場者：患者

- 全11団体中1団体の展示を
半月単位で行った。

全11団体中10団
体から新型コロナ
ウイルス拡大の懸
念から展示の中止
の申し出があっ
た。

病院局
循環器病セ
ンター

49 伝統的工芸品
産業振興事業

県内の伝統工芸品を地場産業として育成するため、以下の取組を行う。
(1)独自の指定制度による千葉県伝統的工芸品の指定
(2)千葉県伝統的工芸品一覧の作成やホームページによる紹介
(3)後継者養成事業を実施する市町村に助成
(4)国指定伝統的工芸品房州うちわ及び千葉工匠具の振興計画実施のための費用を助成
(5)国指定伝統的工芸品房州うちわ及び千葉工匠具の全国・関東規模の伝統的工芸品展
への参加
(6)伝統的工芸品の販売促進事業の実施

・千葉県伝統的工芸品を1品新規指定（「南総竹細工」）
・千葉県伝統的工芸品一覧作成（1万部印刷し市町村や物産館等に配付）
・国指定伝統的工芸品（房州うちわ）の振興計画実施費用を助成
・全国及び関東規模の伝統的工芸品展に、房州うちわが参加
・千葉県指定伝統的工芸品展を2月11日(金・祝)～13日（日）の3日間、イオンモール八千代緑が丘にて開催

4,181 令和2年度は新型コロナの影
響で展示販売会を実施でき
なかったが、令和3年度は開
催することができ、千葉の文
化芸術を間近で見てもらい、
広く周知する機会となった。

- 商工労働部
観光企画課

50 食のおもてなし
力向上事業

2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、国内外からの観光客のさらなる
増加が見込まれる中、食に関しての魅力ある観光地づくりとおもてなし力の向上を図るた
め、本県ならではの食の魅力として「郷土料理」に着目し、観光客が本県の誇る郷土料理
を知り、味わえる環境づくりを進める。

「ちばの郷土料理」の魅力をより多くの方に知っていただくため、ちばの郷土料理の魅力や、郷土料理を扱う飲
食店・直売所など30店舗を掲載したパンフレットを令和4年1月15日から、県内の道の駅などで配布するととも
に、県ＨＰに掲載した。

2,312 千葉の食文化である郷土料
理の認知度向上が図られ
た。

- 農林水産部
流通販売課

施策の柱２　地域文化の保存・継承・活用による地域づくり　～あらゆる地域で地域文化が息づくために～

担当部署名

⑤　伝統文化にふれる機会の提供
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令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

実施結果
決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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51 ちばの食育活
動促進事業

市町村、関係団体、ちば食育サポート企業、ちば食育ボランティア等との連携・協働による
広報・啓発活動や体験活動による食育推進運動の展開を図る事業。ちば食育ボランティア
には、郷土料理の伝承のための活動を行っている方々も含まれている。

・リーフレット類の作成と配布や、県内10地域における活動交換会の開催、食育ボランティアに対する研修会等
を行った。
・啓発リーフレットの作成・配付：6種類
・地域食育活動交換会の開催（オンライン・書面開催）：10地域
・ちば食育ボランティア研修会（オンライン）：2回

2,930 食育ボランティア等の活動の
中には、郷土料理や地域の
農林水産物について学ぶ機
会となっているものもある。

- 農林水産部
安全農業推
進課

53 房総の郷土芸
能

県内の獅子舞や神楽等の民俗芸能の公開事業。 ①「房総の郷土芸能2021」　の開催
　・新型コロナウイルス感染防止の観点から中止
②山梨県「関東ブロック民俗芸能大会」への団体派遣
　・日程：11月7日　・会場：YCC県民文化ホール
　・派遣団体：「大塚ばやし保存会」
③「かずさの国凧あげフェスタ2021」の開催
　・新型コロナウイルス感染防止の観点から中止
　・凧あげ動画を作成し、インターネット配信した

623 令和２年度はコロナ対策のた
め事業を中止したが、令和３
年度は、一部の事業につい
て、動画作成等の代替え事
業を実施することができた。

新型コロナウイル
ス感染拡大を受け
て、郷土芸能の練
習ができないた
め、実演が困難と
なった。

教育庁
文化財課

54 郷土食体験事
業

関宿城博物館において「鷹菜漬け」「そば打ち」などの体験事業を行う。 新型コロナウィルス感染拡大防止のため実施しなかった。 - 新型コロナウィルス感染拡大
防止のため実施しなかった。

新型コロナウィル
ス感染拡大防止
のため実施しな
かった。

環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

55 伝統芸能・洋楽
～ふれあい体
験事業
(再掲）

小・中学生を対象に、邦楽・洋楽のプロの演奏者を派遣して、鑑賞及び楽器体験を行う。 ・内容：洋楽、伝統芸能（能楽・雅楽・三曲）
・時期：通年
・派遣先：県内小中学校26校
　（洋楽：5校/伝統芸能（能楽8校・雅楽7校・三曲6校）：21校）

3,903 例年より体験を縮小し鑑賞
や説明の時間を増やすな
ど、新型コロナウイルス感染
防止を踏まえた内容で実施
した。

新型コロナウィル
スの影響で1校分
が中止となった
（雅楽1校）

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

56 伝統的工芸品
産業振興事業
（再掲）

県内の伝統工芸品を地場産業として育成するため、以下の取組を行う。
(1)独自の指定制度による千葉県伝統的工芸品の指定
(2)千葉県伝統的工芸品一覧の作成やホームページによる紹介
(3)後継者養成事業を実施する市町村に助成
(4)国指定伝統的工芸品房州うちわ及び千葉工匠具の振興計画実施のための費用を助成
(5)国指定伝統的工芸品房州うちわ及び千葉工匠具の全国・関東規模の伝統的工芸品展
への参加
(6)伝統的工芸品の販売促進事業の実施

・千葉県伝統的工芸品を1品新規指定（「南総竹細工」）
・千葉県伝統的工芸品一覧作成（1万部印刷し市町村や物産館等に配付）
・国指定伝統的工芸品（房州うちわ）の振興計画実施費用を助成
・全国及び関東規模の伝統的工芸品展に、房州うちわが参加
・千葉県指定伝統的工芸品展を2月11日(金・祝)～13日（日）の3日間、イオンモール八千代緑が丘にて開催

4,181 令和2年度は新型コロナの影
響で展示販売会を実施でき
なかったが、令和3年度は開
催することができ、千葉の文
化芸術を間近で見てもらい、
広く周知する機会となった。

- 商工労働部
観光企画課

52 水産物消費・食
育対策事業

おさかな普及員の派遣、食育実習の情報提供及び魚食普及パンフレットの作成・配布を行
い、魚食普及を通じて「食育」を推進する。

①要望のあった県内の高等学校の料理教室に、講師としておさかな普及員を派遣した。（派遣回数：7回）
②学校給食への県産水産物の提供に合わせて魚食普及パンフレットを配布した。
③栄養士を対象とした調理講習会へ、県産水産物を提供し、魚食普及を図った。

588 ①アジを食材として用いて、
千葉県の郷土料理である「な
めろう」や「さんが焼き」の伝
承に努めた。
②水産業や地域の特色ある
魚に関する県民の理解を深
め「千産千消」を推進するた
めの資料を配布し、県民に
広く地魚の食べ方や選び方
の普及を行った。
③栄養士を対象とした調理
講習会へ、県産水産物を提
供し、魚食普及を図った。

①新型コロナウイ
ルス感染症の影
響で、料理教室の
実施を自粛する学
校があった。
②新型コロナウイ
ルス感染症の影
響で、イベントの中
止が相次ぎ、魚食
普及パンフレット
の配布機会が減
少した。
③新型コロナウイ
ルス感染症の影
響で、栄養士を対
象とした調理講習
会が動画配信で
の開催となった。

農林水産部
水産課

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

⑥　伝統文化の保存・継承、担い手の育成

令和３年度

No.
　
事業名 事業概要 担当部署名

実施結果
決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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57 「ちばの花植木
産地」パワー
アップ事業

植木伝統樹芸士・銘木100選の選定や花植木の消費拡大・販売促進などを行う。 千葉県伝統樹芸士の認定：1名
千葉県植木銘木100選の認定：5本

208 伝統的な樹芸技術の継承を
図るとともに、卓越した樹芸
技術によって仕立てられた植
木を銘木として認定すること
で植木振興に役立てた。

- 農林水産部
生産振興課

58 房総の郷土芸
能
(再掲）

県内の獅子舞や神楽等の民俗芸能の公開事業。 ①「房総の郷土芸能2021」
　・新型コロナウイルス感染防止の観点から中止
②山梨県「関東ブロック民俗芸能大会」への団体派遣
　・日程：11月7日　・会場：YCC県民文化ホール
　・派遣団体：「大塚ばやし保存会」
③「かずさの国凧あげフェスタ2021」の開催
　・新型コロナウイルス感染防止の観点から中止
　・凧あげ動画を作成し、インターネット配信した

623 令和２年度はコロナ対策のた
め事業を中止したが、令和３
年度は、一部の事業につい
て、動画作成等の代替え事
業を実施することができた。

新型コロナウイル
ス感染拡大を受け
て、郷土芸能の練
習ができないた
め、実演が困難と
なった。

教育庁
文化財課

59 千葉県無形民
俗文化財連絡
協議会

国・県指定の無形民俗文化財保持団体を会員とする団体で、「房総の郷土芸能」、特定
ジャンルの民俗芸能上演会の公開事業や会報の発行等の事業を実施。

・指定無形民俗文化財の実施スケジュール等を掲載した会報を発行した。
・「松戸の万作踊り」の記録映像作成を実施した。

202 計画通り動画作成を行った。 - 教育庁
文化財課

60 郷土食体験事
業（再掲）

関宿城博物館において「鷹菜漬け」「そば打ち」などの体験事業を行う。 新型コロナウィルス感染拡大防止のため実施しなかった。 - 新型コロナウィルス感染拡大
防止のため実施しなかった。

新型コロナウィル
ス感染拡大防止
のため実施しな
かった。

環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

61 文化財保護審
議会

文化財指定のための調査・審議、諮問に対する答申、既指定文化財の保存状況調査・保
存管理に係る指導助言を行う。

・審議会をリモートにより年４回開催し、文化財調査結果の報告、審議を行った。
・教育委員会が県指定文化財の指定について審議会に諮問し、指定の答申を受けた。
・有形文化財（考古資料）「鬼高遺跡出土品」、「恩田原遺跡出土銅印」、有形文化財（建造物）「香取神宮勅使
門」の３件を指定した。

1,040 リモート会議を導入し、審議
会を開催した。

新型コロナウイル
ス感染拡大を受け
て、リアル会議の
開催が不可能に
なった。

教育庁
文化財課

62 指定候補文化
財等調査事業

千葉県にとって重要な文化財を永く保護するため指定候補となる文化財調査及び既指定
文化財の保存状況の調査を行う。

・指定候補文化財の調査として、香取神宮勅使門ほか計６件を調査した。
・金鈴塚古墳ほか計１０件について、指定文化財の保存状況調査を実施した。

- コロナウイルス感染が拡大
する中、可能な範囲で調査を
実施した。

- 教育庁
文化財課

63 文化財保存整
備助成事業

国及び県指定文化財の所有者が行う保存修理等に係る助成事業。 ・所有者及び市町村が実施する国及び県指定文化財の保存修理等事業について、補助を行った。
・国指定文化財については、重要文化財「法華経寺祖師堂」ほか計１０件について補助した。
・県指定文化財については、指定有形文化財「三菱銀行佐原支店旧本館」ほか計９件について補助した。

58,800 土砂災害により県指定文化
財１件が毀損したため、災害
復旧事業を１件追加して助
成した。

- 教育庁
文化財課

64 文化財管理助
成事業

国指定文化財の防災設備点検等の所有者が行う維持管理事業に係る助成事業。 ・所有者が行う国指定文化財の防災設備点検等の維持管理事業について、補助を実施した。
・重要文化財「西願寺阿弥陀堂附厨子」ほか計１６件を対象とした。
・山武市が実施する国天然記念物「成東東金食虫植物群落」の管理事業について補助を行った。

1,270 計画通り実施した。 - 教育庁
文化財課

65 史跡等購入助
成事業

史跡を保存活用するために市町村が行う公有化の助成事業。 ・史跡を保存活用するために市町村が行う公有化事業について補助を行った。
・酒々井町の史跡「墨古沢遺跡」ほか計３件を対象として実施した。

3,890 補助事業者の公有化事業の
進捗に即して補助した。

- 教育庁
文化財課

令和３年度

実施結果

⑦　文化財の保存整備の支援

令和３年度

　
事業名No. 事業概要 担当部署名

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

No.
　
事業名 事業概要 担当部署名

実施結果
決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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66 重要遺跡確認
調査

県内に所在する重要遺跡について、遺跡の状況を把握し、保存・活用の資料とするため調
査を実施する。併せて、県内で出土した遺物の保存処理を実施する。

県内に所在する重要遺跡について、遺跡の状況を把握し、保存・活用の資料とするため調査を実施した。併せ
て、県内で出土した遺物の保存処理を実施した。
　・いすみ市新田野貝塚の確認調査
　・県内重要出土遺物の保存処理
　・県内重要遺跡詳細分布調査（古墳）

2,005 ・新田野貝塚の地形測量と
確認調査を実施し、過去の
調査範囲の一部を確認する
ことができた。
・古墳の詳細分布調査につ
いて、外部有識者で構成され
る委員会を立ち上げ、重要
遺跡の選定基準等に関して
検討を行った。また、現地踏
査を実施し、遺跡の保存状
況の確認を行った。
・千葉市椎名崎古墳群出土
の鉄鏃ほか7点の金属製品
の保存処理を行った。

- 教育庁
文化財課

67 埋蔵文化財緊
急調査助成

土地区画整理事業・土地改良事業・個人住宅建設等に伴う埋蔵文化財の発掘調査に対
し、事業者の調査費用負担の軽減を図るため、調査費用の一部を助成する。

各種開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査に対し、事業者の調査費用負担の軽減を図るため、21市に対して調査
費用の一部を助成した。

9,236 市原市ほか20市に対して、
発掘費用総額の10％～
12.5％を助成した。

- 教育庁
文化財課

68 不特定遺跡発
掘調査助成

当該年度に計画された個人住宅建設等、事業者が個人若しくは中小企業等で調査費用の
負担が困難な場合、事業者の負担軽減を図るため、調査費用の一部を助成する。

当該年度に計画された個人住宅建設等、事業者が個人若しくは中小企業等で調査費用の負担が困難と判断
されたものについて、事業者の負担軽減を図るため、6市（10件）に対して調査費用の一部を助成した。

4,000 流山市東深井宿東第２遺跡
ほか9件について、発掘調査
及び整理作業・報告書の刊
行にかかる費用の一部を助
成した。

- 教育庁
文化財課

69 出土文化財管
理活用事業(再
掲）

発掘調査で出土した実物資料等を用い、出張展示・出前授業・体験学習指導等を実施する
とともに出土品を利用した学習キットを作成し、特別支援学校への配付と気配布のキットを
メンテナンスする事業。

出土文化財を活用した出前授業・体験学習等を実施した。（40件：小学校35件/中学校2件/特別支援学校3件/
公民館等15件/学童等11件/イベント3件/貸出し7件(うち通年３件))
作成した学習キットを必要な特別支援学校に配布し、配布済みの小学校向け学習キットのメンテナンスをおこ
なった。

3,822 前年度より回復傾向がみら
れたが、まだコロナ前の水準
には戻り切っていない。

出張等事業要望
自体はコロナ前の
水準に戻りつつあ
る。

教育庁
文化財課

70 発掘調査現地
説明会

地域の歴史や文化への関心・理解を促すため、発掘調査中の遺跡の状況や成果を公開す
る事業。

発掘調査の進捗等を勘案し、２か所程度で実施する予定だったが、調度タイミングの合う発掘調査が実施され
ている時期に蔓延防止措置が出ていたため、実施できなかった。代わりに紹介動画を作成し、年度内に公開し
た。

0 動画配信は今後も継続する
計画である。

新型コロナウイル
ス感染症拡大のた
め、実施できな
かった。

教育庁
文化財課

72 文化財探検隊 文化財をとおして郷土の自然と歴史、文化等に関して理解を深め、文化財保護の大切さを
知る見学会。

日本遺産｢北総四都市江戸紀行｣構成市での実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大のため、
実施しなかった。

- - 新型コロナウイル
ス感染症拡大のた
め、実施できな
かった。

教育庁
文化財課

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

回数：１回
令和３年度 第１回 景観セミナーin浦安
　　　　　　　～浦安景観まちづくり啓発事業１０年を振り返る～
開催概要
（１）日　時：　令和４年２月２７日（日）１３時００分～１６時３０分
（２）形　式：　Zoomウェビナー（オンライン）
（３）定　員：　１００名（申込先着順、参加費無料）
（４）内　容：○講演：　窪田亜矢氏
　　　　　　　○活動紹介・パネルディスカッション等：
　　　　　　　コーディネーター　佐久間 康富氏（和歌山大学システム工学部准教授）
　　　　　　　パネリスト　窪田亜矢氏（東京大学生産技術研究所 特任研究員）
　　　　　　　　　　　　　　横山 茂氏（入船北エステート団地管理組合 元理事長）
　　　　　　　　　　　　　　横山 清美氏（浦安水辺の会 事務局長）
　　　　　　　　　　　　　　大和　 稔氏（うらやす景観まちづくりフォーラム 代表）
（５）主　催：　千葉県
　　 共　催：　うらやす景観まちづくりフォーラム
　　 後　援：　浦安市

129 講演会、パネルディスカッショ
ンを実施し、景観づくりに関
する理解を深めるとともに、
地域の良好な景観の形成に
対する意識の醸成を推進し
た。

新型コロナウイル
ス感染症による影
響を考慮し、オン
ライン形式で開催
した。

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

⑧　文化的景観等の保全・活用

71 景観セミナー 良好な景観の形成に関する普及啓発及び知識の普及を図るため、県民等を対象として、
県内各地で景観セミナーや研修会等を開催する。

県土整備部
公園緑地課

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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73 ちば文化交流
ボックス(再掲）

県ホームページに「ちば文化交流ボックス」を設け、ちばの文化情報を紹介するとともに、
県主催事業の他、県内各地で行われる文化イベントや県内の文化資源などの情報を提供
する。

「文化交流ボックス」内に地域の文化イベント情報などを随時ホームページに掲載した。
 累計閲覧者数：546,749人

- 県主催事業やちばの文化、
新型コロナウイルス関連の
情報を提供することができ
た。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

74 文化プログラム
関連イベント事
業
「ちば文化資
産」ＰＲ事業
（再掲）

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○「ちば文化資産」ＰＲ事業
平成30年度に選定した「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」のPRを行い、ちばの文
化的魅力を発信する。

①「ちば文化資産」に関連するお祭りのフォトコンテストの実施（6月～10月）
②観光部局と連携したフォトキャンペーンの実施（6月～9月、1月～3月）
③SNSの開設・運営（通年）、旅行雑誌への広告掲載（6月、11月）

5,066 SNSやWEBを積極的に活用
することで、ちば文化資産を
若い世代を中心にPRでき
た。

新型コロナウイル
ス感染症の拡大
の影響により当初
想定していた来訪
を促進するキャン
ペーンができず、
魅力を周知する
PR事業に留まっ
た。

環境生活部
県民生活・
文化課

75 千葉県フィルム
コミッション運営
事業

映画等のロケーション誘致による地域知名度の向上や観光客の誘致、直接的な経済効果
を目的に、以下の取組を行う。
(1)映像関係者に対する相談業務及び撮影支援
(2)市町村との連携強化及び市町村ＦＣの設立の促進、ロケーション撮影の受入体制強化
(3)ロケ地を巡る旅であるフィルムツーリズムの促進、ロケ地と近隣の観光スポットを絡めた
情報発信等
(4)映画、テレビ番組の誘致のための補助金に係る広報、申請受付、ロケ同行等

・映像制作関係者への撮影支援・ホームページ等による広報活動等の業務を、千葉県フィルムコミッション（※）
に委託して実施したところ、100件近い撮影が県内で行われた。
　（※平成14年度設立。ちば国際コンベンションビューロー内。）
・ホームページに文化施設の情報を掲載し、ロケーション誘致の促進を図った。

27,389 100件近い撮影が県内で行
われ、旧堀田邸や屏風ヶ浦
等の文化財でも撮影が行わ
れた。

- 商工労働部
観光誘致促
進課

76 観光イベント
ブック「ちばｎｏｔ
ｅ」作成事業

本県の旬の観光・レジャー情報を掲載し、県民等向けに観光情報を広くＰＲしている。 【「ちばnote」の発行】
・回数：3回
・内容：県内の観光施設・レジャー情報
・主な対象：県民等
・配布先：鉄道駅、道の駅、宿泊施設、地方銀行、県立博物館・美術館等

9,940 歴史や文化を学べる博物館
等を紹介した。

通年で楽しめる施
設等を紹介した。

商工労働部
観光誘致促
進課

77 日本遺産魅力
発信推進事業

日本遺産に認定されたストーリーを地域全体として一体的に整備・活用し、国内外へ効果
的に発信する文化庁の補助事業。平成28年度、本県で認定された日本遺産「北総四都市
江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み」について、情報発信や人材育成などの事業を行
う。

・千葉県、佐倉市、成田市、香取市、銚子市等により結成する「日本遺産北総四都市江戸紀行活用協議会」
が、情報発信等事業を実施した。
・教育旅行誘致事業、イベントへのブース出展、ロゴマーク活用事業、デジタルマップ・ホームページ更新を実
施した。
・成田空港活用協議会との連携による観光商談会に参加した。教育旅行誘致事業については126校の実績が
あった。

100 コロナウイルス感染が拡大
する中、県内学校に対し県内
における校外学習の行先と
して、北総四都市の文化財を
推奨したところ、多くの学校
が利用した。

新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響により、旅行商
談会等については
成果を上げること
ができなかった。

教育庁
文化財課

78 日本遺産北総
四都市江戸紀
行活用協議会
交付金

日本遺産に認定されたストーリーを地域全体として一体的に整備・活用し、国内外へ効果
的に発信する文化庁の補助事業。今年度、本県で認定された日本遺産「北総四都市江戸
紀行・江戸を感じる北総の町並み」について、情報発信や人材育成などの事業を行う。

・千葉県、佐倉市、成田市、香取市、銚子市等により結成する「日本遺産北総四都市江戸紀行活用協議会」の
活動資金として、交付金を交付した。

100 - - 教育庁文化
財課

79 県有文化財管
理活用事業

郷土の文化財に対する理解を深めるとともに、文化・観光資源としての文化財の公開活用
を促進するため、市町村や関係機関等との連携により、千葉県指定有形文化財「千葉県立
安房南高等学校旧第一校舎」の管理・公開事業を実施する。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で現地開催は断念したが、代替え企画として建築の専門家によるリ
モート講演会を現地からの配信で実施した。

1,462 現地開催の場合、ある程度
参加者の居住地が制限され
るが、オンライン開催の場合
は、広報の状況により、より
広いエリアの方に参加しても
らうことができる。今回の試
みは、従来より広い範囲の
視聴者を得ることができた。

現地での開催は
中止。オンライン
講演会を実施し
た。

教育庁文化
財課

⑨　文化資源の活用と地域の活性化

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

実施結果
決算額
（千円）

担当部署名
実施結果に対する評価

（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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80 文化プログラム
関連イベント事
業
「千葉・県民音
楽祭」
（再掲）

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。

世代や障害の有無に関わらず、様々な方が共にステージを作り上げる一般参加型コンサート「千葉・県民音楽
祭」を開催。公募したアマチュア演奏家や地域で活動する団体、千葉交響楽団などのプロアーティストが共演。
オーケストラ演奏、合唱、ダンス、音楽活動を行う障害のある方々によるステージのほか、プロのアーティストに
よるステージなど、多様な音楽を披露した。
・出演者：千葉交響楽団・プロアーティスト（ダンサー、邦楽囃子方、テノール歌手等）・楽器演奏者・県内障害者
団体・合唱団体・ダンス団体
・日程・会場：6月20日、千葉県文化会館
・当日ライブ配信、アーカイブ配信（8月12日～10月30日）も実施
・来場者：814名
・当日ライブ配信・アーカイブ配信 視聴者数：1,820名

15,571
(全額繰

越）

・新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止のため、座席
収容率を制限する一方、より
多くの方に視聴していただけ
るようオンライン配信を実施
し、障害の有無を超えた音楽
やちば文化に触れる機会を
提供した。
・より多様なコンテンツとなる
よう、ダンス団体の公募を追
加したほか、ゲスト出演のプ
ロアーティストも義足のダン
サーや邦楽演奏者等を招い
た。

座席の収容率を
65%程度にして実
施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

81 若者の文化芸
術活動育成支
援事業
(再掲）

若者による創造的な文化芸術活動に対し補助し、地域の文化芸術活動の活性化及び文化
芸術活動を行おうとする若者の受け皿となる団体の育成を図る。

「若者の文化芸術活動育成支援事業補助金」申請内容を審査し、補助金を交付した。
・補助対象事業の実施期間：6月1日～2月28日
・補助対象：40歳未満の者が主体となって参加して実施する発表・公開事業、参加体験事業
・補助対象経費：2/3以内（上限20万円）
・補助金交付団体数：【申請数】7団体7事業/【交付数】5団体5事業

994 5団体5事業が実施され、県
民に様々な分野の文化芸術
に触れる機会を提供し、ま
た、文化芸術の発表の機会
を設けることにより、文化振
興に寄与した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で、1団体が事業
中止となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

82 県立文化会館
自主事業,管理
運営事業
(再掲）

県立文化会館4館それぞれが館の特徴を生かした事業を実施し、入場者数の増加を図る。
また文化会館を適正に管理運営する。

・管理・運営方法：公益財団法人千葉県文化振興財団による指定管理
・会館利用者数（4館合計）：378,315名
・利用事業数（4館合計）：3,507件
・各館の特色を生かし、鑑賞事業、県民参加事業、新進芸術家等の育成事業など、様々な文化事業を実施し
た。

645,687 県民の自主的な文化芸術活
動の促進や、文化芸術に触
れ親しむ機会の提供に寄与
した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より一部公演の中
止・変更が発生し
た。また、公演の
入場者数の制限を
実施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

83 さわやかちば県
民プラザ事業
(ヤングパワー
ムーブメント)(抜
粋）

若者の自主的な活動を広く世間に広めていくために発表の機会を提供する。ボランティア
活動・文化創作活動・体験活動を実践している県内の若者の活動の成果発表の場を提供
する。

・概要：若者の社会参画を推進し、SDGｓをテーマに自らが実践できることを考え、行動を起こし、活動をまとめ
発表した。
・回数：全６回（オンライン）・期間：７月２４日（土）～２月１９日（土）・場所：オンライン開催・来場者：県内高校
生、大学生（８３人）（オンライン）

98 高校生、大学生が自ら考え
たSDGｓに関しての取組みを
企画し、その取組みに関して
の注意点や改善点などを講
師からのアドバイスを受ける
ことで、質の良い活動へして
いくことができた。発表にまと
めることで、自らの取組みを
総括しかつ次につなげること
がでた。またオンラインでの
プレゼン方法を学ぶことがで
きた。

全ての回をオンラ
インで実施した。

教育庁生涯
学習課

84 文化プログラム
関連イベント事
業
「ちば文化資
産」ＰＲ事業
【再掲】

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○「ちば文化資産」ＰＲ事業
平成30年度に選定した「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」のPRを行い、ちばの文
化的魅力を発信する。

①観光部局と連携したフォトキャンペーンを実施した。（1月7日～3月31日、応募数4,679件）
②SNSやHPにより1年を通して「ちば文化資産」や関連情報の周知を図った。
③オリンピック・パラリンピック関連事業や商業施設と連携し、各施設でパネルやポスター等を掲示したほか、
パンフレット等を配布しPRを行った。

- 「ちば文化資産」に関連した
キャンペーンの実施や商業
施設との連携、SNSの活用
等により、ちばの文化的魅力
を多くの方に周知できた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

No. 担当部署名

⑩　多様な文化の発展

⑪　「ちば文化」の魅力の発掘と情報の収集・提供

担当部署名

令和３年度

実施結果
決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

施策の柱３　ちば文化の多様性と発信力強化による新たな価値の創出　～多様な「ちば文化」の魅力を引き出し発信するために～

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

　
事業名 事業概要

実施結果
決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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85 ちば文化交流
ボックス(再掲）

県ホームページに「ちば文化交流ボックス」を設け、ちばの文化情報を紹介するとともに、
県主催事業の他、県内各地で行われる文化イベントや県内の文化資源などの情報を提供
する。

「文化交流ボックス」内に地域の文化イベント情報などを随時ホームページに掲載した。
 累計閲覧者数：546,749人

- 県主催事業やちばの文化、
新型コロナウイルス関連の
情報を提供することができ
た。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

86 博物館情報シス
テム事業

県立博物館が所蔵する資料のデータベース・デジタルミュージアムの構築と公開、情報発
信事業

県立博物館・美術館のホームページにおいて収蔵資料約41万件を公開し、それらをストーリー性のある番組と
して構成されたデジタルミュージアムを公開。
番組数：88件

34,616 県立博物館が所蔵する資料
のデータベース・デジタル
ミュージアムの構築と公開、
情報発信により、「あらゆる
人が文化に触れ親しむ機会
の提供、関心・理解の促進」
に寄与した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

87 ふさの国文化財
ナビゲーション
システム

国・県指定文化財と周知の埋蔵文化財包蔵地の地理情報及び関連情報をインターネット
上で、広く県民に提供しているシステムの整備を行う。

・埋蔵文化財包蔵地の新発見・範囲変更等に伴うデータ更新を年３回行った。
・管理システムの保守・管理を行った。

561 指定文化財の追加8件、埋蔵
文化財包蔵地の新発見24
件、範囲変更27件、軽微な
変更33件のデータ更新を行
い、公開した。

- 教育庁
文化財課

88 文化プログラム
関連イベント事
業
「ちば文化資
産」ＰＲ事業
【再掲】

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○「ちば文化資産」ＰＲ事業
平成30年度に選定した「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」のPRを行い、ちばの文
化的魅力を発信する。

①観光部局と連携したフォトキャンペーンを実施した。（1月7日～3月31日、応募数4,679件）
②SNSやHPにより1年を通して「ちば文化資産」や関連情報の周知を図った。
③オリンピック・パラリンピック関連事業や商業施設と連携し、各施設でパネルやポスター等を掲示したほか、
パンフレット等を配布しPRを行った。

- 「ちば文化資産」に関連した
キャンペーンの実施や商業
施設との連携、SNSの活用
等により、ちばの文化的魅力
を多くの方に周知できた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

89 県民の日事業 県民が千葉の魅力を再発見し、郷土愛を育み、千葉アイデンティティーを醸成する機会と
するため、「県民の日」を記念する行事を県内各地で実施する。また、県民の日中央行事と
して、幅広い世代の県民が楽しめる参加・体験型のイベントを実施する。

①県民の日ちばワクワクフェスタ2021
新型コロナによりオンライン開催に変更して5月23日に実施
参加者17,753人
②地域行事：11件
　  ※一律の中止等と判断せず、実施方法の見直しや感染
　　　防止対策を徹底
③賛同行事：市町村や民間企業等を対象に、令和2年12月から令和3年7月まで募集し、パンフレット等を作成
して広報を行った。

65,034 ①オンライン開催としたこと
で、例年より多くの方が参加
できた。
②
地域行事については、各地
域がコロナウイルス対策とし
て、オンライン開催や非接
触、消毒液の設置を心掛け、
これまでのスタンプラリー・バ
スツアー等の形を柔軟に変
更して実施することができ
た。

①オンライン開催
としたため、市町
村による物販や体
験ができなかっ
た。
②
山武地域でオンラ
インでの行事開催
（クイズツアー）、
安房地域で「あわ
夢まつり」がオンラ
イン開催となる等
の影響があった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

90 国民文化祭周
知・派遣

毎年、各県持ち回りで開催される国民文化祭について、県内に周知するとともに、県内団
体の派遣に伴う事務を行う。

宮崎県（令和2年度延期分）と和歌山県で開催。
・宮崎県「第35回国民文化祭・みやざき2020、第20回全国障害者芸術・文化祭みやざき大会」（令和3年7月3日
～10月17日）
・和歌山県「第36回国民文化祭・わかやま2021、第21回全国障害者芸術・文化祭わかやま大会」（令和3年10月
30日～11月21日）

- - 和歌山県開催の
国民文化祭につい
て、新型コロナウ
イルス感染症の影
響により、開会式
に視察の受け入
れがなかった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

91 「ゆめみるチー
バくん」ダンス関
連事業

千葉県マスコットキャラクター「チーバくん」と共に「千葉アイデンティティ」の醸成と魅力発信
を目指すため、また、県民に広く芸術（舞踏）に親しむ機会を創出するため、チーバくんキャ
ラバン隊が「ゆめみるチーバくんダンス」をイベントや県内の学校等を訪問して普及する。

県内小中高等学校や保育・高齢者施設、県主催イベントなどにおいて、着ぐるみを用いて「ゆめみるチーバくん
ダンス」の普及活動を実施。
回数：198回、期間：4月1日～3月31日、場所：県内外各地

11,777 チーバくんのダンスを通し
て、県民に広く芸術（舞踏）に
親しむ機会を提供することが
できた。

- 総合企画部
地域づくり課

令和３年度

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

事業概要
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

⑫　「ちば文化」の魅力を発信する文化事業の充実

担当部署名

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

No.
　
事業名

13



92 公立文化施設
担当者研修会

県内の文化施設の設置者及び運営者に対し、文化施設の管理運営業務に関する情報提
供を図る目的で、研修会を開催する。

県内の文化施設の設置者及び運営者に対し、研修会を開催した。
日時：令和４年１月１９日（水）
会場：千葉県文化会館
テーマ：「地震等災害時の文化施設における業務継続計画、施設のリスクマネジメント」
講師；空間創造研究所　代表　草加叔也氏
参加者：４０名

37 本事業の実施により、文化
施設の管理運営に携わる職
員等に対し、災害時及び緊
急事態における危機管理に
ついての啓発及び情報提供
を行うことができた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

93 若者の文化芸
術活動育成支
援事業
(再掲）

若者による創造的な文化芸術活動に対し補助し、地域の文化芸術活動の活性化及び文化
芸術活動を行おうとする若者の受け皿となる団体の育成を図る。

「若者の文化芸術活動育成支援事業補助金」申請内容を審査し、補助金を交付した。
・補助対象事業の実施期間：6月1日～2月28日
・補助対象：40歳未満の者が主体となって参加して実施する発表・公開事業、参加体験事業
・補助対象経費：2/3以内（上限20万円）
・補助金交付団体数：【申請数】7団体7事業/【交付数】5団体5事業

994 5団体5事業が実施され、県
民に様々な分野の文化芸術
に触れる機会を提供し、ま
た、文化芸術の発表の機会
を設けることにより、文化振
興に寄与した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で、1団体が事業
中止となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

94 表彰の実施 千葉県において文化の振興に関し特に功績の顕著であった個人又は団体の候補者を表
彰する。

令和3年度推薦実績
・教育功労者表彰（教育長）：個人2名、1団体
・文化の日千葉県功労者表彰（知事）：個人1名
・地域文化功労者（文部科学大臣）：1団体

- 推薦者は全員表彰が決定
し、被表彰者が活動する文
化芸術分野の活性化に寄与
した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

95 文化活動ボラン
ティアネットワー
ク

文化情報ポータルサイト「ちば文化交流ボックス」内に「文化活動ボランティアネットワーク」
のページを設け、文化活動ボランティアをしたい方とお願いしたい方の両者を結びつける手
助けをする。

登録情報の更新と文化活動ボランティアをしたい方とお願いしたい方のマッチングを行った。
・文化活動ボランティア登録数：58件
・文化活動ボランティア依頼件数：16件

- 文化活動ボランティアをした
い方、お願いしたい方双方が
文化活動に関わる機会を提
供した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

96 千葉県芸術文
化団体協議会

昭和45年に設立され、本県の文化芸術に係る県域・市町村団体を総括する唯一の団体。 【芸術文化フォーラム】中止
【文化芸術功労表彰】加盟団体からの推薦により8名を表彰
【芸文教ちば】1回発行（2号合併号）

- ・芸術文化フォーラム：中止
・文化芸術功労表彰：フォー
ラムは中止となったが、理事
会の際に受賞者の紹介を行
うことで、文化の振興に寄与
した。
・新型コロナ

・芸術文化フォーラ
ムの中止

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

97 子どもの読書活
動の推進（再
掲）

　「千葉県子どもの読書活動推進計画（第四次）」に基づき、乳幼児期からの読書活動を推
進し、子どもが自主的に読書に親しむことができる環境の整備を進めていく。主な取組とし
て、読み聞かせや家庭読書のさらなる普及を目指し、リーフレットの作成・配付や「子ども読
書の集い」の開催などの啓発活動を行う。また、公立図書館と学校との連携やネットワーク
の構築を図るために研修会を実施し、家庭・学校・地域での読書活動のより一層の充実・
推進を図る。

○リーフレットの作成・配付
概要：家庭における読書を啓発するための資料（リーフレット）の作成・配付　期間：令和３年８月　配付先と部
数：乳幼児47,765枚、小学校１年生48,235枚
○子ども読書の集い
概要：子どもの読書活動への関心を高めるとともに、その意義や重要性について理解を深め、家庭・地域や学
校における子どもの読書活動の推進を目指す。　期間：令和３年５月１５日（土）　場所：千葉県文化会館小ホー
ル　主催：千葉県教育委員会　来場者：一般県民４５名
○学校図書館・公立図書館連携研修会
概要：学校図書館を活用した授業の推進や子どもの読書活動の推進のため、学校図書館と公立図書館の効
果的な連携の在り方について考える。　期間：令和３年１０月１日（金）～令和４年１月７日（金）場所：オンライン
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響で動画配信に変更　主催：千葉県教育委員会　視聴者数：学校図書
館及び公立図書館関係者６８５回

661 学校図書館・公立図書館連
携研修会については、開催
方法に変更が生じたが、動
画配信にしたことで、県内の
多くの学校図書館・公立図書
館関係者に視聴してもらうこ
とができ、学校図書館と公立
図書館の効果的な連携の在
り方を考えるきっかけづくり
ができた。また、リーフレット
の作成・配付や子ども読書の
集いの開催を通じて、子ども
の読書活動の啓発を行うこと
ができた。

学校図書館・公立
図書館連携研修
会については、新
型コロナウイルス
感染症による影響
で、対面での開催
から動画配信へと
開催方法を変更し
た。

教育庁
生涯学習課

98 千葉県無形民
俗文化財連絡
協議会
(再掲）

国・県指定の無形民俗文化財保持団体を会員とする団体で、「房総の郷土芸能」、特定
ジャンルの民俗芸能上演会の公開事業や会報の発行等の事業を実施。

・指定無形民俗文化財の実施スケジュール等を掲載した会報を発行した。
・「松戸の万作踊り」の記録映像作成を実施した。

202 計画通り動画作成を行った。 - 教育庁
文化財課

施策の柱４　総合的な推進のための支援・連携体制の構築　～「ちば文化」を支えるひとを育て、つなぐために～

No.
　
事業名

No. 担当部署名

実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

事業概要 担当部署名

実施結果

　
事業名 事業概要

令和３年度

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

令和３年度

⑬　「ちば文化」を担うひとづくりの推進

⑭　文化のネットワークの構築
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99 千葉・県民芸術
祭
（再掲）

県域芸術文化団体等による絵画や俳句などの公募展や吹奏楽や日本舞踊などの公演を
開催し、県民に日頃の文化活動の成果を発表する場と質の高い舞台芸術等を鑑賞する機
会を提供する。また、他分野や新たな団体との共同企画による中央行事を開催する。

①千葉・県民芸術祭県域文化団体行事
　県域で活動する文化芸術団体による絵画や詩、俳句、川柳、写真などの分野を中心とした公募展や合唱、吹
奏楽、演劇などの公演等を共催。
　事業数：全24件、期間：7月20日～1月10日、場所：県立美術館・文化会館など（全県）、関係者：文化芸術団
体（全23団体）、来場者（合計）：一般県民等（32,675名）
②【千葉・県民芸術祭中央行事】
　複数の文化芸術分野の文化団体等と連携して新たな文化芸術の発表の場を設ける。　日程：10月3日（日）、
場所：千葉県文化会館、関係者：（（公財））千葉県文化振興財団・県域で活動する文化芸術団体等（10団体）、
来場者：一般県民等（987名・入場無料）

5,261 一部行事については中止と
なったものの、新型コロナの
感染症対策を取り入れて行
事を実施することができた。
また、参加行事をまとめたパ
ンフレットを作成し配付する
など、広報活動を実施し、
「県民の自主的な文化芸術
活動の促進」に寄与した。

①新型コロナの影
響で３行事が中止
となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

100 文化振興事業
の後援

県民の文化芸術活動を支援するため、文化芸術活動に関する公演や展覧会等の行事に
対して、県後援名義の使用承認を行う。

名義後援89件 - 県民の文化芸術活動の支援
に寄与した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

101 ちば文化交流
ボックス(再掲）

県ホームページに「ちば文化交流ボックス」を設け、ちばの文化情報を紹介するとともに、
県主催事業の他、県内各地で行われる文化イベントや県内の文化資源などの情報を提供
する。

「文化交流ボックス」内に地域の文化イベント情報などを随時ホームページに掲載した。
 累計閲覧者数：546,749人

- 県主催事業やちばの文化、
新型コロナウイルス関連の
支援情報を提供することがで
きた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

108 県立文化会館
自主事業,管理
運営事業（再
掲）

県立文化会館4館それぞれが館の特徴を生かした事業を実施し、入場者数の増加を図る。
また文化会館を適正に管理運営する。

・管理・運営方法：公益財団法人千葉県文化振興財団による指定管理
・会館利用者数（4館合計）：378,315名
・利用事業数（4館合計）：3,507件
・各館の特色を生かし、鑑賞事業、県民参加事業、新進芸術家等の育成事業など、様々な文化事業を実施し
た。

645,687 県民の自主的な文化芸術活
動の促進や、文化芸術に触
れ親しむ機会の提供に寄与
した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より一部公演の中
止・変更が発生し
た。また、公演の
入場者数の制限を
実施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

音楽ワークショップ、東葛飾文化祭、ザ・ワールドオブブラス、クリスマスコンサート、高校生
バンドフェスティバル、書のパフォーマンス発表会、さわやかアゴラコンサートなどを実施す
る。

県民の自主的な文化活動の促進及び文化活動の機会の提供に向けて４事業を実施した（３事業は新型コロナ
感染拡大のため中止）。全ての事業はさわやかちば県民プラザ主催、さわやかちば県民プラザで実施し、入場
料は無料。
①音楽ワークショップ
・概要：「柏の葉吹奏楽団」を結成し、オーケストラの体験講座を実施した。発表の場として晩秋のコンサート、
新春のコンサートを実施した。・回数：練習全１５回中１２回実施、コンサート２回・期間：５月２２日～３月５日・連
携団体：千葉県吹奏楽連盟、柏の葉吹奏楽団・来場者：団員、一般県民（１２１８人）
②東葛文化祭：中止　③ザ・ワールドオブブラス：中止
④クリスマスコンサート
・概要：県内の小中高等学校、特別支援学校の吹奏楽部が日ごろの練習の成果を発表した。・日程：１２月１１
日（土曜日）・来場者：発表関係者（２４８名）
⑤高校生バンドフェスティバル
・概要:県内の高校生バンドが演奏を披露するコンサートを実施した。・日程：１２月２５日（土曜日）、２６日（日曜
日）・来場者：一般県民（１４５人）
⑥書のパフォーマンス発表会：中止
⑦さわやかアゴラコンサート
・概要：日曜のお昼に県民プラザ利用者等によるコンサートをアゴラで行った。・回数：全５回中３回実施・期間：
６月２７日（日曜日）、１０月２４日（日曜日）、１２月１９日（日曜日）・来場者：一般県民（１１４人）

381 参加者自らが創り上げる文
化活動を支援するとともに、
文化活動が多くの県民に触
れる場となるよう広報も工夫
した。

新型コロナウィル
ス感染拡大のため
中止した講座が
あった。実施した
講座においては入
場者制限を行い、
３密にならないよう
十分に注意して対
策を講じた。

教育庁
生涯学習課

さわやかちば県
民プラザ事業
（再掲）
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No.
　
事業名 事業概要

No.

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

⑮　多様な支援体制の構築

⑯　文化発信拠点としての文化施設等の機能の充実

　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

15



111 県立学校開放
講座

県立学校が保有する優れた教育機能を地域に開放し、多様化、高度化及び専門化する県
民の学習要求に応え、生涯学習の振興に資するとともに開かれた学校づくりを促進する。

・開講数：３校３講座
・内容：書道、科学実験、野菜の栽培等

170 新型コロナウイルス感染症
の影響で、中止となった講座
が多数あった。実施した講座
については、人数制限や消
毒等、感染症対策を講じた
上での実施となった。

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で、中止となった
講座が多数あっ
た。

教育庁
生涯学習課

112 県立学校施設
開放事業

県立学校の文化施設や、学校開放を目的として建設された地域交流施設等の開放を行
い、生涯学習関連団体等の活動支援を行う。

・実施場所６校(文化施設4校、交流施設2校) 1,553 新型コロナウイルス感染症
の影響で、開放を中止した施
設があった。開放を実施した
施設については、人数制限
や消毒等、感染対策を講じ
た上での実施となった。

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で、開放を中止し
た施設があった。

教育庁
生涯学習課

113 県立美術館・博
物館事業（再
掲）

5館8施設の県立美術館・博物館において展示及び教育普及事業を実施する。 各館の特色を生かして、博物館では千葉県の自然・文化・歴史を紹介する展示・体験を、美術館では千葉県ゆ
かりの作家・作品の展示を行うなど、年間を通じて様々な事業を実施した。
来館者数：529,110名

932,099 千葉県の自然・文化・歴史を
紹介する展示・体験や、千葉
県ゆかりの作家・作品の展
示などにより、「あらゆる人が
文化に触れ親しむ機会の提
供、関心・理解の促進」、「ち
ばの多様な伝統文化を知る
機会の提供」に寄与した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

114 千葉フィールド
ミュージアム事
業

地域の自然や文化そのものを資料として考えた新たな博物館事業。 「山」は中央博物館、「川」は中央博物館大利根分館と関宿城博物館、「海」は中央博物館分館海の博物館を
拠点に観察会・見学会等を実施。
事業数：全9件、参加者：301名

6,237 地域の自然や文化そのもの
を資料として考えた新たな博
物館事業により、「あらゆる
人が文化に触れ親しむ機会
の提供、関心・理解の促進」
した。

新型コロナウイル
ス感染拡大防止
のため2事業が中
止となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局
文化振興課

115 文化プログラム
関連イベント事
業
「千葉・県民音
楽祭」

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。

世代や障害の有無に関わらず、様々な方が共にステージを作り上げる一般参加型コンサート「千葉・県民音楽
祭」を開催。公募したアマチュア演奏家や地域で活動する団体、千葉交響楽団などのプロアーティストが共演。
オーケストラ演奏、合唱、ダンス、音楽活動を行う障害のある方々によるステージのほか、プロのアーティストに
よるステージなど、多様な音楽を披露した。
・出演者：千葉交響楽団・プロアーティスト（ダンサー、邦楽囃子方、テノール歌手等）・楽器演奏者・県内障害者
団体・合唱団体・ダンス団体
・日程・会場：6月20日、千葉県文化会館
・当日ライブ配信、アーカイブ配信（8月12日～10月30日）も実施
・来場者：814名
・当日ライブ配信・アーカイブ配信 視聴者数：1,820名

15,571
(全額繰

越）

・新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止のため、座席
収容率を制限する一方、より
多くの方に視聴していただけ
るようオンライン配信を実施
し、障害の有無を超えた音楽
やちば文化に触れる機会を
提供した。
・より多様なコンテンツとなる
よう、ダンス団体の公募を追
加したほか、ゲスト出演のプ
ロアーティストも義足のダン
サーや邦楽演奏者等を招い

座席の収容率を
65%程度にして実
施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

⑰　新しい文化と古くからの文化が織りなす「ちば文化」の世界への発信

110 県立図書館事
業

①県民への情報提供、図書の貸出・返却及び資料管理を　的確かつ迅速に行うため、電
算処理による図書館情報システムを導入し、円滑な運用を図る。
②県民の読書や調査研究活動の支援と市町村立図書館等への協力・援助のために、書
籍の収集整備をする。
③子どもへの本の読み聞かせや読書の重要性について一層の理解を深めてもらうため、
読み聞かせのボランティア活動を行う方などを対象に、子どもの本の読み聞かせについて
の講座を開催するほか、特別支援学校に対し、おはなし会や運営相談等の読書支援を実
施する。
④県民が身近な市町村立図書館等を通じて県立図書館及び他の市町村立図書館の資料
が利用できるよう、県内公共図書館間に情報と物流のネットワークを構築して運用してい
る。また、高等学校・特別支援学校には、資料搬送車や宅配便による資料の貸出しを行っ
ている。

①図書館情報システムの運用
電算処理によるシステム（平成29年11月更新）を活用し、個人や図書館等への貸出、蔵書管理、所蔵資料情
報の公開等を継続して行い、円滑に運用している。
②書籍の収集整備
市町村立図書館等では購入しづらい専門書や参考書を中心に11,300冊を購入整備した。
③－１　読み聞かせボランティア入門講座
・期間：5月30日,10月23日　・回数：2回　・場所：九十九里町,我孫子市
・参加者（合計）：一般県民等（36名）
③－２　特別支援学校訪問読書支援
・期間：通年　・回数：17校　・場所：各特別支援学校
・参加者（合計）：特別支援学校教職員・児童・生徒等（936名）
④図書館ネットワークの構築・運用
県内図書館や県立学校等へ図書館ネットワークを通じて202千冊の貸出しを行った。

132,103 ①図書館情報システムを導
入することで、次のような利
用実績があった。
・ホームページのアクセス数：
361,949件
・Web予約件数：75,185件
②収集した図書について、次
のような利用実績があった。
・個人貸出冊数：128,989冊
・図書館等への協力貸出：
91,990冊
③地域の子どもや特別支援
学校児童生徒の読書環境向
上に寄与することができた。
④　県内図書館や県立学校
等へ図書館ネットワークを通
じて202千冊の貸出しを行う
ことにより文化振興に寄与し
た。

③－１　感染症拡
大防止のため、会
場定員の半分以
下の人数を募集し
た。
③－２　感染症拡
大防止のため訪
問を中止した学校
に対しては、絵本
の貸出しや利用促
進のための案内
の送付を行った。

施策の柱５　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたちばの文化力向上　～更なる発展に向けて～

教育庁
生涯学習課

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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116 文化プログラム
関連イベント事
業
「ちば文化資
産」ＰＲ事業

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○「ちば文化資産」ＰＲ事業
平成30年度に選定した「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」のPRを行い、ちばの文
化的魅力を発信する。

①観光部局と連携したフォトキャンペーンを実施した。（1月7日～3月31日、応募数4,679件）
②SNSやHPにより1年を通して「ちば文化資産」や関連情報の周知を図った。
③オリンピック・パラリンピック関連事業や商業施設と連携し、各施設でパネルやポスター等を掲示したほか、
パンフレット等を配布しPRを行った。

- 「ちば文化資産」に関連した
キャンペーンの実施や商業
施設との連携、SNSの活用
等により、ちばの文化的魅力
を多くの方に周知できた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

117 文化プログラム
関連イベント事
業
「ちばアート祭」

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○ちばアート祭
平成30年度に選定した「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」を会場や作品のテーマ
として活用し、あらゆる人々が参加・体験できるアートイベントを開催する。

①作品公募
「ちば文化資産」をテーマとした絵画や写真作品を公募した。
・募集期間：令和4年2月～5月10日
・応募点数：2,932点
②イベント開催
公募作品の展覧会や屋外アート作品展及びチームラボ作品展、ワークショップを実施した。また、公募作品が
インターネットからも見られるようHPでも作品を公開した。
・期間：7月31日～9月5日
・会場：県立美術館、千葉ポートタワー、千葉ポートパーク、ペリエ千葉
・来場者数：延べ30,295名

161,392
(全額繰

越）

・「ちば文化資産」をテーマと
した作品の公募を行ったこと
により、子どもから大人まで
様々な方にアートやちば文
化に触れる機会を提供する
ことができた。
・イベントの開催により、ちば
の文化的魅力を多くの方に
周知できた。

新型コロナウイル
ス感染症感染拡
大防止のため、当
初予定していた内
容を縮小したほ
か、一部会場では
入場制限を実施し
た。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

118 文化プログラム
の申請

東京2020大会の機運醸成や関係機関等との新たな関係性の構築、「ちば文化」の発信等
を図るため、組織委員会が行う「東京2020公認プログラム（文化プログラム）」等への申請
や当該プログラムの周知を行う。

東京2020大会の機運醸成や関係機関等との新たな関係性の構築、「ちば文化」の発信等を図るため、組織委
員会が行う「東京2020公認プログラム（文化プログラム）」等への申請や当該プログラムの周知を行った。
・令和3年度公認文化プログラム認証事業数：2件
・東京2020 NIPPONフェスティバル共催プログラム認証事業数：1件

- 県主催事業も後任文化プロ
グラム等として承認され、「ち
ば文化」の振興の一層の推
進を図ることができた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

119 beyond2020プロ
グラムの申請

国と東京都が一体となって推進する文化プログラムであるbeyond2020プログラムについ
て、関係機関等へ周知し、様々な団体が実施する文化事業が認定を受けることで、本県で
の多様な文化芸術活動の展開を促進する。

beyond2020プログラムについて、関係機関等へ周知し、様々な団体が実施する文化事業を認定し、本県での
多様な文化芸術活動の展開を促進した。
　・県内認証数：65件（内、県が認証したもの：57件）

- 新型コロナ対策を実施したほ
か、オンライン開催といった
方法を取り入れて実施する
など、従来の開催方法にとら
われずより多くの人が触れる
ことができるよう工夫して実
施できた。

新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より規模の縮小・
中止となった事業
があった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

121 県民の日事業
(再掲）

県民が千葉の魅力を再発見し、郷土愛を育み、千葉アイデンティティーを醸成する機会と
するため、「県民の日」を記念する行事を県内各地で実施する。また、県民の日中央行事と
して、幅広い世代の県民が楽しめる参加・体験型のイベントを実施する。

①県民の日ちばワクワクフェスタ2021
新型コロナによりオンライン開催に変更して5月23日に実施
参加者17,753人
②地域行事：11件
　  ※一律の中止等と判断せず、実施方法の見直しや感染
　　　防止対策を徹底
③賛同行事：市町村や民間企業等を対象に、令和2年12月から令和3年7月まで募集し、パンフレット等を作成
して広報を行った。

65,034 ①オンライン開催としたこと
で、例年より多くの方が参加
できた。
②
地域行事については、各地
域がコロナウイルス対策とし
て、オンライン開催や非接
触、消毒液の設置を心掛け、
これまでのスタンプラリー・バ
スツアー等の形を柔軟に変
更して実施することができ
た。

①オンライン開催
としたため、市町
村による物販や体
験ができなかっ
た。
②
山武地域でオンラ
インでの行事開催
（クイズツアー）、
安房地域で「あわ
夢まつり」がオンラ
イン開催となる等
の影響があった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

122 千葉・県民芸術
祭
(再掲）

県域芸術文化団体等による絵画や俳句などの公募展や吹奏楽や日本舞踊などの公演を
開催し、県民に日頃の文化活動の成果を発表する場と質の高い舞台芸術等を鑑賞する機
会を提供する。また、他分野や新たな団体との共同企画による中央行事を開催する。

①千葉・県民芸術祭県域文化団体行事
　県域で活動する文化芸術団体による絵画や詩、俳句、川柳、写真などの分野を中心とした公募展や合唱、吹
奏楽、演劇などの公演等を共催。
　事業数：全24件、期間：7月20日～1月10日、場所：県立美術館・文化会館など（全県）、関係者：文化芸術団
体（全23団体）、来場者（合計）：一般県民等（32,675名）
②【千葉・県民芸術祭中央行事】
　複数の文化芸術分野の文化団体等と連携して新たな文化芸術の発表の場を設ける。　日程：10月3日（日）、
場所：千葉県文化会館、関係者：（（公財））千葉県文化振興財団・県域で活動する文化芸術団体等（10団体）、
来場者：一般県民等（987名・入場無料）

5,261 一部行事については中止と
なったものの、新型コロナの
感染症対策を取り入れて行
事を実施することができた。
また、参加行事をまとめたパ
ンフレットを作成し配付する
など、広報活動を実施し、
「県民の自主的な文化芸術
活動の促進」に寄与した。

①新型コロナの影
響で３行事が中止
となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

⑱　障害者、高齢者、青少年、外国人等、国内外のあらゆる人々が参加・交流できる機会の創出

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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123 若者の文化芸
術活動育成支
援事業
(再掲）

若者による創造的な文化芸術活動に対し補助し、地域の文化芸術活動の活性化及び文化
芸術活動を行おうとする若者の受け皿となる団体の育成を図る。

「若者の文化芸術活動育成支援事業補助金」申請内容を審査し、補助金を交付した。
・補助対象事業の実施期間：6月1日～2月28日
・補助対象：40歳未満の者が主体となって参加して実施する発表・公開事業、参加体験事業
・補助対象経費：2/3以内（上限20万円）
・補助金交付団体数：【申請数】7団体7事業/【交付数】5団体5事業

994 5団体5事業が実施され、県
民に様々な分野の文化芸術
に触れる機会を提供し、ま
た、文化芸術の発表の機会
を設けることにより、文化振
興に寄与した。

新型コロナウイル
ス感染症の影響
で、1団体が事業
中止となった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

124 文化プログラム
関連イベント事
業
(再掲）

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○千葉・県民音楽祭
一般公募による参加者とプロオーケストラ「千葉交響楽団」が共演する一般参加型コン
サートを実施する。

世代や障害の有無に関わらず、様々な方が共にステージを作り上げる一般参加型コンサート「千葉・県民音楽
祭」を開催。公募したアマチュア演奏家や地域で活動する団体、千葉交響楽団などのプロアーティストが共演。
オーケストラ演奏、合唱、ダンス、音楽活動を行う障害のある方々によるステージのほか、プロのアーティストに
よるステージなど、多様な音楽を披露した。
・出演者：千葉交響楽団・プロアーティスト（ダンサー、邦楽囃子方、テノール歌手等）・楽器演奏者・県内障害者
団体・合唱団体・ダンス団体
・日程・会場：6月20日、千葉県文化会館
・当日ライブ配信、アーカイブ配信（8月12日～10月30日）も実施
・来場者：814名
・当日ライブ配信・アーカイブ配信 視聴者数：1,820名

15,571
(全額繰

越）

・新型コロナウイルス感染症
感染拡大防止のため、座席
収容率を制限する一方、より
多くの方に視聴していただけ
るようオンライン配信を実施
し、障害の有無を超えた音楽
やちば文化に触れる機会を
提供した。
・より多様なコンテンツとなる
よう、ダンス団体の公募を追
加したほか、ゲスト出演のプ
ロアーティストも義足のダン
サーや邦楽演奏者等を招い
た。

座席の収容率を
65%程度にして実
施した。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

125 文化プログラム
の申請
(再掲）

東京2020大会の機運醸成や関係機関等との新たな関係性の構築、「ちば文化」の発信等
を図るため、組織委員会が行う「東京2020公認プログラム（文化プログラム）」等への申請
や当該プログラムの周知を行う。

東京2020大会の機運醸成や関係機関等との新たな関係性の構築、「ちば文化」の発信等を図るため、組織委
員会が行う「東京2020公認プログラム（文化プログラム）」等への申請や当該プログラムの周知を行った。
・令和3年度公認文化プログラム認証事業数：2件
・東京2020 NIPPONフェスティバル共催プログラム認証事業数：1件

- 県主催事業も後任文化プロ
グラム等として承認され、「ち
ば文化」の振興の一層の推
進を図ることができた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

126 beyond2020プロ
グラムの申請
(再掲）

国と東京都が一体となって推進する文化プログラムであるbeyond2020プログラムについ
て、関係機関等へ周知し、様々な団体が実施する文化事業が認定を受けることで、本県で
の多様な文化芸術活動の展開を促進する。

beyond2020プログラムについて、関係機関等へ周知し、様々な団体が実施する文化事業を認定し、本県での
多様な文化芸術活動の展開を促進した。
　・県内認証数：65件（内、県が認証したもの：57件）

- 新型コロナ対策を実施したほ
か、オンライン開催といった
方法を取り入れて実施する
など、従来の開催方法にとら
われずより多くの人が触れる
ことができるよう工夫して実
施できた。

新型コロナウイル
ス感染症の影響に
より規模の縮小・
中止となった事業
があった。

環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

127 「＃ちょいボラ」
キャンペーン

身近なことでできる”ちょっとした”ボランティアのことを「＃ちょいボラ」とし、主に東京2020で
外国人等へ配布する「おもてなしグッズ」を作成する「ちょいつく」、自由提案型のちょいボラ
「ちょい○○」をキャッチフレーズに推進する。

東京2020大会期間中に来県者等へ配布する「おもてなしグッズ」や自由提案型のちょいボラ「ちょい○○」の活
動報告を募集し、県ホームページに掲載することで、「＃ちょいボラ」の普及促進を図った。
なお、「おもてなしグッズ」については、選手や大会関係者を始め、東京2020大会関連行事の来場者等に配布
を行った。
・おもてなしグッズ　報告19件、約15,000点

- 広報媒体等による周知によ
り、あらゆる方々に「おもてな
しグッズ」の作成に取り組ん
でいただき、「＃ちょいボラ」
を普及することができた。

- 環境生活部
県民生活課

128 文化プログラム
関連イベント事
業
「ちば文化資
産」ＰＲ事業
（再掲）

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○「ちば文化資産」ＰＲ事業
平成30年度に選定した「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」のPRを行い、ちばの文
化的魅力を発信する。

①観光部局と連携したフォトキャンペーンを実施した。（1月7日～3月31日、応募数4,679件）
②SNSやHPにより1年を通して「ちば文化資産」や関連情報の周知を図った。
③オリンピック・パラリンピック関連事業や商業施設と連携し、各施設でパネルやポスター等を掲示したほか、
パンフレット等を配布しPRを行った。

- 「ちば文化資産」に関連した
キャンペーンの実施や商業
施設との連携、SNSの活用
等により、ちばの文化的魅力
を多くの方に周知できた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

129 千葉県フィルム
コミッション運営
事業（再掲）

映画等のロケーション誘致による地域知名度の向上や観光客の誘致、直接的な経済効果
を目的に、以下の取組を行う。
(1)映像関係者に対する相談業務及び撮影支援
(2)市町村との連携強化及び市町村ＦＣの設立の促進、ロケーション撮影の受入体制強化
(3)ロケ地を巡る旅であるフィルムツーリズムの促進、ロケ地と近隣の観光スポットを絡めた
情報発信等
(4)映画、テレビ番組の誘致のための補助金に係る広報、申請受付、ロケ同行等

・映像制作関係者への撮影支援・ホームページ等による広報活動等の業務を、千葉県フィルムコミッション（※）
に委託して実施したところ、100件近い撮影が県内で行われた。
　（※平成14年度設立。ちば国際コンベンションビューロー内。）
・ホームページに文化施設の情報を掲載し、ロケーション誘致の促進を図った。

27,389 100件近い撮影が県内で行
われ、旧堀田邸や屏風ヶ浦
等の文化財が活用された。

- 商工労働部
観光誘致促
進課

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）

⑲　観光等様々な分野との連携による文化資源の活用

No.
　
事業名 事業概要

令和３年度

担当部署名
実施結果

決算額
（千円）

実施結果に対する評価
（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に

よる影響等）
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130 観光イベント
ブック「ちばｎｏｔ
ｅ」作成事業

本県の旬の観光・レジャー情報を掲載し、県民等向けに観光情報を広くＰＲしている。 【「ちばnote」の発行】
・回数：3回
・内容：県内の観光施設・レジャー情報
・主な対象：県民等
・配布先：鉄道駅、道の駅、宿泊施設、地方銀行、県立博物館・美術館等

9,940 歴史や文化を学べる博物館
等を紹介した。

通年で楽しめる施
設等を紹介した。

商工労働部
観光誘致促
進課

131 「グリーン・ブ
ルーツーリズム
inちば」推進事
業

農林水産業に対する都市住民の理解促進や都市と農山漁村の交流を促進し、県及び地
域が一体となった農山漁村の活性化を図る。農林水産物直売所及び農林漁業体験施設等
のＰＲや関係者向け研修会を開催しグリーン・ブルーツーリズムを促進する。

①、「ちばの直売所フェア2021」の開催
令和3年12月15日～令和4年2月15日の63日間、オンラインで開催し、県内農林水産物直売所67店舗が参加し
た。プレゼント企画には1,563人がアドレス登録し、有効応募総数は7,234件であった（複数応募可の企画）。
②農泊研修会（オンライン開催）
都市住民と農山漁村の交流活動を一層推進することを目的に、令和4年3月2日、農泊研修会をオンラインで開
催し、「コロナ禍における農泊による新たな地域づくりの可能性」をテーマに、（一社）日本ファームステイ協会事
務局長に講演をいただいた。農林漁業者や自治体職員の計23名の出席があった。

8,013 農林水産業や農産漁村に対
する都市住民の理解促進が
図られた。

新型コロナウイル
ス感染症への対
策のため、直売所
フェアはオンライン
により実施した。

農林水産部
流通販売課

132 食のおもてなし
力向上事業
(再掲）

2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、国内外からの観光客のさらなる
増加が見込まれる中、食に関しての魅力ある観光地づくりとおもてなし力の向上を図るた
め、本県ならではの食の魅力として「郷土料理」に着目し、観光客が本県の誇る郷土料理
を知り、味わえる環境づくりを進める。

「ちばの郷土料理」の魅力をより多くの方に知っていただくため、ちばの郷土料理の魅力や、郷土料理を扱う飲
食店・直売所など30店舗を掲載したパンフレットを令和4年1月15日から、県内の道の駅などで配布するととも
に、県ＨＰに掲載した。

2,312 千葉の食文化である郷土料
理の認知度向上が図られ
た。

- 農林水産部
流通販売課

133 「千葉の海」丸
ごと満喫事業

都市と漁村の交流促進、水産物の消費拡大による漁村の活性化を図るため、観光キャン
ペーンと連携した水産物直売所のＰＲ等を展開する。

県内の水産物直売所等を紹介する「新鮮！ちばの海の幸！水産物直売所マップ」の作成・配付
・作成部数：100,000部（NEXCO版45,000部、JR版55,000部）
・配布先：JR主要駅、高速道路SA・PA、水産物直売所、道の駅等

3,100 県内の水産物のご当地料理
を多くの人に紹介することが
できた。

新型コロナウイル
ス感染症による緊
急事態宣言の発
令を受け、１０月２
５日から配布を開
始した。

農林水産部
水産課

134 日本遺産魅力
発信推進事業
(再掲）

日本遺産に認定されたストーリーを地域全体として一体的に整備・活用し、国内外へ効果
的に発信する文化庁の補助事業。平成28年度、本県で認定された日本遺産「北総四都市
江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み」について、情報発信や人材育成などの事業を行
う。

・千葉県、佐倉市、成田市、香取市、銚子市等により結成する「日本遺産北総四都市江戸紀行活用協議会」
が、情報発信等事業を実施した。
・教育旅行誘致事業、イベントへのブース出展、ロゴマーク活用事業、デジタルマップ・ホームページ更新を実
施した。
・成田空港活用協議会との連携による観光商談会に参加した。教育旅行誘致事業については126校の実績が
あった。

100 コロナウイルス感染が拡大
する中、県内学校に対し県内
における校外学習の行先と
して、北総四都市の文化財を
推奨したところ、多くの学校
が利用した。

新型コロナウイル
ス感染拡大の影
響により、旅行商
談会等については
成果を上げること
ができなかった。

教育庁
文化財課

135 ネットワークの
構築

文化プログラムの実施を通じて新たに結ばれる団体と施設とのネットワークを、その後の事
業展開に活かす。

【ちば文化（芸術）振興懇談会】の開催
「第2次ちば文化振興計画」の進捗状況や、条例に基づく文化芸術推進基本計画の策定にあたりご意見をいた
だいた。
・開催回数：3回（9月、1月、3月）
・委員11名（学識経験者、芸術家・芸術団体、文化施設、観光等）

3,909 条例に基づく新計画の策定
にあたりご意見をいただき、
令和４年３月に「千葉県文化
芸術推進基本計画」を策定し
た。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

136 ちば文化交流
ボックス(再掲）

県ホームページに「ちば文化交流ボックス」を設け、ちばの文化情報を紹介するとともに、
県主催事業の他、県内各地で行われる文化イベントや県内の文化資源などの情報を提供
する。

「文化交流ボックス」内に地域の文化イベント情報などを随時ホームページに掲載した。
 累計閲覧者数：546,749人

- 県民の自主的な文化芸術活
動の促進や、文化芸術に触
れ親しむ機会の提供に寄与
した。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課

137 文化プログラム
関連イベント事
業
「ちば文化資
産」ＰＲ事業
（再掲）

東京2020大会文化プログラムの一つとして、4年間かけて、県内の文化芸術活動を牽引す
るようなシンボリックな事業を実施する。
○「ちば文化資産」ＰＲ事業
平成30年度に選定した「次世代に残したいと思う『ちば文化資産』」のPRを行い、ちばの文
化的魅力を発信する。

①観光部局と連携したフォトキャンペーンを実施した。（1月7日～3月31日、応募数4,679件）
②SNSやHPにより1年を通して「ちば文化資産」や関連情報の周知を図った。
③オリンピック・パラリンピック関連事業や商業施設と連携し、各施設でパネルやポスター等を掲示したほか、
パンフレット等を配布しPRを行った。

- 「ちば文化資産」に関連した
キャンペーンの実施や商業
施設との連携、SNSの活用
等により、ちばの文化的魅力
を多くの方に周知できた。

- 環境生活部
スポーツ・文
化局文化振
興課
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（成果等）

特殊事項
（台風・新型コロナ
ウイルス感染症に
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⑳　文化プログラム関連イベントの実施により得られた資源の活用

No.
　
事業名

19


